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甲友のリレーションで、未来を紡ぐ
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今
年
5
月
に
起
こ
っ
た
中
国
・
四
川
大
地
震
。そ
の
被
災
者
救
援

の
た
め
に
募
金
活
動
を
行
っ
た
甲
南
大
生
が
い
る
。学
生
自
治
会

の
木
田
美
也
子
さ
ん
と
荒
川
育
未
さ
ん
だ
。彼
女
た
ち
は
、小
学
生

の
と
き
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
体
験
し
た
。自
ら
が
大
地
震
を
経

験
し
た
か
ら
こ
そ
、中
国
の
被
災
地
の
人
々
の
気
持
ち
が
わ
か
る
。

木
田
さ
ん
は
、自
宅
周
辺
が
倒
壊
し
、不
安
な
と
き
に
周
り
の
人
が

助
け
て
く
れ
た
こ
と
が
身
に
沁
み
た
。「
近
所
の
人
に
電
話
を
借
り

に
行
っ
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
。あ
の
地
震
で
、助
け
合
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
」。荒
川
さ
ん
も
、「
何
か
し
た
い
」と
感
じ
た
。「
震

災
を
経
験
し
、神
戸
の
大
学
に
い
る
私
た
ち
が
、何
も
し
な
く
て
ど

う
す
る
ん
だ
」と
。こ
う
し
て
、２
人
は
学
生
自
治
会
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
、昼
休
み
に
キ
ャ
ン
パ
ス
で
募
金
活
動
を
開
始
。そ
の

後
、「
学
外
で
も
や
る
べ
き
だ
」と
、阪
急
岡
本
駅
前
で
の
街
頭
募
金

活
動
も
行
っ
た
。

　

集
ま
っ
た
お
金
は
、総
額
1
5
6,
3
0
0
円
。で
も
、得
ら
れ
た

こ
と
は
、お
金
以
上
に
大
き
か
っ
た
。木
田
さ
ん
は
、「
人
前
で
声
を

出
す
の
も
苦
手
だ
っ
た
私
が
、す
ご
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
れ
た
ん

で
す
。人
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、自
分
の
殻
も
破
れ
ま
し
た
」と

語
る
。「
た
ぶ
ん
、ひ
と
り
で
は
で
き
な
か
っ
た
。手
伝
っ
て
く
れ
た

仲
間
の
力
が
大
き
い
。今
、後
輩
た
ち
も
、岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の

被
災
者
救
援
募
金
を
や
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
姿
を
見
る
と
す
ご

く
う
れ
し
い
」と
、荒
川
さ

ん
も
満
足
げ
だ
。人
と
人

は
、助
け
合
い
な
が
ら
生

き
る
も
の
。だ
か
ら
、誰
か

が
困
っ
た
と
き
に
は
、少

し
で
も
力
に
な
り
た
い
。

そ
ん
な
２
人
の
想
い
を
、

今
で
は
、後
輩
た
ち
が
確

実
に
受
け
継
い
で
い
る
。

 

自
ら
が
震
災
で
学
ん
だ「
助
け
合
い
」の
心
で
、

中
国
の
被
災
者
を
応
援
す
る
。

「
真
の
教
育
と
は
、人
格
の
修
養
と
健
康
の
増
進
を
重
ん
じ
、

個
性
を
尊
重
し
て
各
人
の
天
賦
の

才
能
を
引
き
出
す
こ
と
で
あ
る
」と
提
唱
し
た
、

甲
南
学
園
創
立
者
平
生
釟
三
郎
。

そ
ん
な
平
生
の
想
い
を
込
め
、今
、甲
南
学
園
で

光
り
輝
い
て
い
る
学
生
・
生
徒
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

卒業後は、SEとして就職。「残りの大学生活は、まずは
卒業論文。仲間とも思い出をいっぱいつくりたい」。

荒川 育未さん（右）
自治会中央委員会　文学部 4年次生

ヤンマー系列の企業に就職が内定。「卒業しても、人や
社会のために援助を惜しまない人になっていきたい」。

木田 美也子さん（左）
自治会中央委員会　経済学部  4年次生

荒川さん、木田さんの募金
活動の取り組みは、新聞に
も掲載された。

（神戸新聞　2008年6月11日朝刊）
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。
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長
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語
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い
学
び
の
可
能
性
。
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「
甲
南
平
生
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

学
園
創
立
90
周
年
記
念

人
物
教
育
を
志
し
10
月
17
日
テ
イ
ク
オ
フ
!

学
園
創
立
90
周
年
記
念

学
園
創
立
90
周
年
記
念

甲
南
甲
南
平
生
国
際
フォ
ー
ラ
ム

人
物
教
育
を
志
し

人
物
教
育
を
志
し

2
0
0
9
年
に
甲
南
学
園
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
を
機
に
、1
0
0
周
年
を
も
視
野
に
入
れ

た
テ
イ
ク
オ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て「
甲
南
平
生
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。創
立
者
平
生
釟
三
郎

が
志
し
た「
東
洋
一
ノ
大
学（
人
物
教
育
ヲ
率
先
）ノ
創
立
」、「
世
界
に
通
用
す
る
人
材
の
輩
出
」と
い
っ
た
建
学
の

精
神
と
理
念
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、文
明
・
文
化
が
錯
綜
す
る
21
世
紀
の
国
際
社
会
を「
人
と
人
と
の
関
係
」か
ら
見
直

す　
　

こ
れ
が
大
き
な
目
標
で
す
。そ
の
た
め
に
、毎
年
異
な
る
国
や
地
域
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、外
交
、環
境
、経
済
、

芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
す
。世
界
の
今
に
精
通
し
た
現
役
外
交
官
や
駐
日
大
使
、専

門
家
を
招
い
た「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
展
望
の
な
か
に
甲
南
学
園
を
お
き
、世
界
と
は
何
か
を
、

や
は
り「
人
と
人
と
の
関
係
」を
中
心
に
考
え
、各
国
・
各
地
域
が
抱
え
、織
り
成
す
多
様
な
課
題
の
実
相
を
捉
え
直
し
、

国
際
理
解
と
友
好
親
善
を
め
ざ
し
ま
す
。こ
こ
に
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、単
に
議
論

の
場
で
は
な
く
、知
的
交
流
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
り
、機
会
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。そ

こ
で
、食
や
音
楽
、あ
る
い
は
映
画
と
い
っ
た
身
近
な
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
、そ
の
国
や
地

域
を
体
感
す
る
イ
ベ
ン
ト「
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク
」も
同
時
開
催
し
ま
す
。甲

南
平
生
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、甲
南
生
に
加
え
、ご
父
母
や
卒
業
生
の
皆
さ

ま
、教
職
員
、地
域
社
会
の
方
々
を
取
り
結
び
、ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性

や
生
き
方
、自
ら
の
立
ち
位
置
を
見
直
す
と
と
も
に
、「
人
物
教
育

ヲ
率
先
」を
志
し
た
平
生
の
意
図
を
21
世
紀
の
今
ど
の
よ

う
に
捉
え
る
の
か
、問
い
直
し
て
い
き
ま
す
。

10
月
1717
日
テ
イ
ク
オ
フ
オ
フ
!甲南平生国際フォーラム甲南平生国際フォーラム

世界を体験し、世界を考える
知的交流の機会・場

テーマと領域テーマと領域

外交

文化

スポーツ

芸術 経済

政治

環境

スペシャスペシャル・ウィークウィーク

シンポジウムシンポジウム

保護者

甲南大生 卒業生

教職員

地域社会の方々

岡本キャンパスの秋

撮影・柚実
http://www.yoshiyuzumi.com/
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新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シッ
プ
を
求
め
て

第
1
回
シ
リ
ー
ズ
の
テ
ー
マ
は「
ア
ジ
ア
」

世
界
に
誇
る

甲
南
人

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル 

偕
楽
の
間　

第
1
部 
基
調
講
演
：
赤
尾
信
敏（
国
際
機
関 

日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
総
長
）

第
2
部 
講
演
：
モ
セ
ス・
タ
ン
ド
ゥ
ン・レ
ラ
テ
ィ
ン（
在
大
阪
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総
領
事
代
行
）

　
　
　

 

ス
ポ
ッ
ト
・
イ
サ
ラ
ー
ン
グ
ー
ン・
ナ
・ア
ユ
ッ
タ
ヤ（
在
大
阪
タ
イ
総
領
事
）

　
　
　

 

レ
ー・
ド
ゥ
ッ
ク
・
リ
ュ
ー（
在
大
阪
ベ
ト
ナ
ム
総
領
事
）

第
3
部 

パ
ネ
ル・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
「
ア
セ
ア
ン
か
ら
見
る
日
本
企
業
人
の
新
た
な
ア
ジ
ア
戦
略
」

第
1
部
か
ら
第
3
部
で
出
演
さ
れ
た
ゲ
ス
ト
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

○
モ
デ
レ
ー
タ
ー 

安
積
敏
政（
本
学
経
営
学
部
教
授
）

○
総
合
司
会 

井
野
瀬
久
美
惠（
本
学
学
長
補
佐
）

同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　甲南学園は90年の歴史の中、世界的な功績を残した人物を多く輩出
してきました。甲南平生国際フォーラムの特別企画として、旧制甲南高校
で学んだ音楽家・貴志康一をクローズアップしたシンポジウム・コンサート
を開催します。また、明石市立文化博物館では、旧制甲南高校第１回の卒
業生である芸術家・長谷川三郎の作品展が開催されます。あらためてお二
人の豊かな才能と業績に触れていただくとともに、自由でリベラルな校風
を持つ甲南学園だからこそ、彼らのような個性ある人間を育み、慈しんだこ
とを多くの方々に知っていただく機会になればと考えています。　

　「人物教育ノ率先」を基盤に「東洋一の大学」を掲げた創立者平生釟三
郎。彼のいう「人物教育」を問い直すべく、甲南平生国際フォーラムでは、記
念すべき第１回シリーズの地域として「アジア」をとりあげます。グローバル
経済の原動力となり、情報化の波に乗って豊かさを手にしつつあるアジア
諸国。ダイナミックに変貌をとげるアジアの人びとは今何を考えているのか。
今の日本をどのようにながめ、われわれに何を期待しているのかをシンポジウ
ムで議論します。スペシャル・ウィークでは、アジアの“食”をテーマにした屋台
を出店したり、音楽イベントも予定しています。

第
1
回

　

日
本
に
お
け
る
抽
象
美
術
の

先
導
者
・
長
谷
川
三
郎
。甲
南
学

園
に
は
、長
谷
川
三
郎
記
念
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。本
展
は
、

そ
の
所
蔵
か
ら
、
平
面
タ
ブ

ロ
ー
、素
描
、立
体
作
品
、そ
の

他
の
資
料
に
加
え
、国
内
に
残

る
代
表
作
に
よ
り
構
成
し
ま
す
。

日
本
に
抽
象
美
術
を
紹
介
し
、

注
目
を
浴
び
な
が
ら
も
惜
し
ま

れ
つ
つ
早
世
し
た
長
谷
川
の
世

界
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
1
週
間
を

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク
」と
題
し
、学
生
が

主
体
と
な
っ
て
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
に
選

ば
れ
た
国
・
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を

体
感
す
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
催
し
ま

す
。ア
ジ
ア
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
１
回
目
の

シ
リ
ー
ズ
で
は
、各
国
の
食
が
楽
し
め
る
屋

台
、伝
統
音
楽
の
演
奏
な
ど
、五
感
で
、楽

し
み
な
が
ら
各
国
の
文
化
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
文
化
を
肌
で
感
じ
る
、

ア
ジ
ア
の
文
化
を
肌
で
感
じ
る
、

お
祭
り
感
覚
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
。

お
祭
り
感
覚
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
。

甲
南
が
育
ん
だ
才
能
豊
か
な
音
楽
家
。

ア
ジ
ア
の
今
を
知
る
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、

1
ラ
ン
ク
上
の
議
論
の
場
に
。

時
を
経
て
今
な
お
新
し
い
、

時
を
経
て
今
な
お
新
し
い
、

甲
南
が
誇
る
日
本
抽
象
美
術
の
先
導
者
。

甲
南
が
誇
る
日
本
抽
象
美
術
の
先
導
者
。

ス
ペシ
ャ
ル・

　

ウ
ィ
ー
ク
ィ
ー
ク

貴
志
貴
志

　

康
一

　

康
一

長
谷
川

長
谷
川

　

三
郎

　

三
郎

シ
ン
ポ

シ
ン
ポ

　

ジ
ウ
ム

ジ
ウ
ム

ア
セ
ア
ン
か
ら
見
え
る
日
本
、

ア
セ
ア
ン
か
ら
見
え
る
日
本
、

日
本
か
ら
見
え
る
ア
セ
ア
ン

日
本
か
ら
見
え
る
ア
セ
ア
ン

―
そ
の
狭
間
か
ら
見
え
て
く
る
ア
ジ
ア
の
未

そ
の
狭
間
か
ら
見
え
て
く
る
ア
ジ
ア
の
未
来
―

【
場
所
】

【
内
容
】

【
申
込
み
】

2
0
0
9
年
1
月
4
日（
日
）〜

2
月
8
日（
日
）

明
石
市
立
文
化
博
物
館

電
話
番
号 

0
7
8・9
1
8・5
4
0
0

展
覧
会

日
本
抽
象
の
パ
イ
オ
ニ
ア

日
本
抽
象
の
パ
イ
オ
ニ
ア

長
谷
川
三
郎
展

長
谷
川
三
郎
展

【
日
時
】

【
場
所
】

　

音
楽
家
、
貴
志
康
一
の
生
誕
1
0
0
周
年
と
な
る
来
年
2
0
0
9
年
は
、甲
南
学
園
創
立
90
周

年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。貴
志
康
一
の
魅
力
を
存
分
に
伝
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
催
さ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・コ
ン
サ
ー
ト

１１
月
２２
日（
土
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時
４５
分　

大
阪
市
中
央
公
会
堂

中
之
島
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会

事
務
局

（
0
6
・
4
7
9
2
・
2
0
6
1

平
日
9
時
３０
分
〜
１7
時
）

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

（
0
5
7
0
・
0
2
・
9
9
9
9
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
サ
ー
ク
ル
K
・

サ
ン
ク
ス
ほ
か

２
５
０
０
円

中
之
島
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会

【
日
時
】

【
会
場
】

【
問
合
せ
】

【
主
催
】

2
0
0
8
年
10
月
13
日（
月
）〜

10
月
17
日（
金
）

2
号
館
前 

11
時
30
分
〜
14
時
30
分

【
日
程
】

【
場
所
】

韓
国
と
の
よ
り
成
熟
し
た

韓
国
と
の
よ
り
成
熟
し
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ざ
し
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ざ
し
て

 

―
人
の
交
流
と
人
材
育
成
の
視
点
か

人
の
交
流
と
人
材
育
成
の
視
点
か
ら
―

2
0
0
8
年
11
月
28
日（
金
）15
時
〜

甲
南
大
学
甲
友
会
館 　

基
調
講
演
：
呉
榮
煥（
駐
大
阪
大
韓
民

国
総
領
事
）「
日
韓
が
よ
り
成
熟
し
た

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
た
め
に
」

○
モ
デ
レ
ー
タ
ー 

高
龍
秀（
本
学
経
済

学
部
教
授
）

【
日
時
】

【
場
所
】

【
内
容
】

　

市民病院

明石城

明石小学校

P

明石市立
文化博物館

明石駅前立体駐車場
県立明石公園

国道2号線

県立図書館
市立図書館

J R明石駅
山電明石駅

電　車　JR・山陽電鉄明石駅より北へ徒歩5分
自動車　第 2神明大蔵谷出口より南西へ10分
　　　　第 2神明伊川谷出口より南へ10分

中
之
島
国
際
音
楽
祭

中
之
島
国
際
音
楽
祭

【
チ
ケ
ッ
ト

  

の
申
込
】

2
0
0
8
年
12
月
20
日（
土
）

開
場
１8
時
３０
分　

開
演
１9
時

神
戸
国
際
会
館 

こ
く
さ
い
ホ
ー
ル

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
／
歌
劇「
運
命
の
力
」序

曲
、貴
志
康
一
／
大
管
弦
楽
の
た
め
の

「
日
本
ス
ケ
ッ
チ
」、ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
／
交

響
曲 

第
2
番 

ホ
短
調 

作
品
27

高
谷
光
信（
客
演
）、田
中
太
一

入
場
無
料

【
日
時
】

【
会
場
】

【
曲
目
】

【
指
揮
】

甲
南
大
学
文
化
会
交
響
楽
団

甲
南
大
学
文
化
会
交
響
楽
団

　

第
4848
回
定
期
演
奏
会

回
定
期
演
奏
会 国道2号線

阪神高速神戸線

国道43号線

ハーバーハイウェイ

神戸市役所

神戸税関

浜手バイパス

港島トンネル

ポートライナー

神戸大橋

神戸空港

三宮駅

市
民
広
場
駅

新神戸駅

阪神電鉄
JR神戸

線

阪急電鉄

神戸ポートピア
ホテル

2
0
0
9
年
１
月
18
日（
日
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

基
調
講
演
：
小
松
一
彦（
指
揮
者
・
大
阪
芸
術
大
学

大
学
院
教
授
）

コ
ン
サ
ー
ト
：
中
嶋
彰
子（
オ
ペ
ラ
歌
手
・
ウ
ィ
ー
ン

在
住
）

貴
志
康
一・
生
誕
生
誕
1
0
0

1
0
0
周
年
記
念

周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
コ
ン
サ
ー
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】

【
場
所
】

【
内
容
】

新神戸駅

三宮駅

新神戸駅

新神戸
オリエンタル劇場

阪神電
鉄本線

山陽新幹線

地下鉄
海岸線

JR神戸
線

山手幹線

北野通り
神
戸
市
営
地
下
鉄

西
神
・
山
手
線

阪急電
鉄神戸

線

阪神高速神戸線
生田川 I.C.

京橋 I.C.

※
敬
称
略

※
敬
称
略

※
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。　

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2
0
0
8
年
10
月
17
日（
金
）14
時
〜
17
時
30
分

第
2
回

特
別
企
画
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西
洋
と
東
洋
の
芸
術
理
念
を
融
合
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
芸
術
を
創
出
。

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
で
、

指
揮
者
、作
曲
家
と
し
て
華
々
し
く
活
躍
。

甲
南
の
自
由
な
校
風
の
中
で

磨
か
れ
た
音
楽
家
と
し
て
の
才
能
。

甲
南
に
育
ま
れ
た

絵
画
に
お
け
る
、自
ら
の「
天
才
」。

甲
南
で
育
ち
、

甲
南
で
育
ち
、

海
外
で
開
花
し
た

海
外
で
開
花
し
た

夭
折
の
天
才
音
楽
家
。

夭
折
の
天
才
音
楽
家
。

「 芸 術 」と い う フィ ー ル ド で  世 界 に 名 を 馳 せ た 、偉 大 な る２人 の 甲 南 人。

　

日
本
に
抽
象
芸
術
を
広
め
、前
衛
美
術
の

先
駆
者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
偉
大
な

画
家
、長
谷
川
三
郎
。西
洋
の
美
術
理
念
に

傾
倒
し
な
が
ら
も
そ
れ
の
み
に
埋
没
す
る
こ

と
な
く
、東
洋
的
、伝
統
的
な
美
と
精
神
性

を
尊
重
。そ
の
両
者
の
融
合
を
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
に
富
む
絵
画
作
品
と
優
れ
た
理
論
で
実

践
し
、追
究
し
た
こ
と
に
、彼
の
偉
大
さ
が
あ

り
ま
す
。

　

甲
南
と
の
出
会
い
は
1
9
1
8
年
に
甲
南

小
学
校
に
編
入
、翌
1
9
1
9
年
の
甲
南
中

学
校
へ
の
進
学
に
始
ま
り
ま
す
。そ
し
て
、甲

南
高
等
学
校
に
進
ん
だ
彼
は
、大
阪
信
濃
橋

洋
画
研
究
所
で
関
西
画
壇
の
発
展
に
情
熱

を
注
ぐ
小
出
楢
重
に
師
事
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、絵
画
に
人
生
を
賭
け
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

　

高
等
学
校
卒
業
後
、東
京
帝
国
大
学
文

学
部
美
術
史
科
に
進
み
、美
術
の
実
技
と
理

論
を
追
究
。理
論
家
、評
論
家
と
し
て
の
力

を
磨
き
、大
学
卒
業
後
は
欧
米
、欧
州
に
遊

学
し
ま
す
。モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
波
に
身
を
投

じ
、モ
ン
ド
リ
ア
ン
や
ピ
カ
ソ
の
創
作
活
動

に
鮮
烈
な
衝
撃
と
感
動
を
受
け
、旺
盛
な
創

作
活
動
を
開
始
。そ
し
て
、数
々
の
偉
大
な

作
品
を
生
み
出
し
な
が
ら
も
、1
9
5
7
年

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
自
宅
で
上
顎
癌
に
倒

れ
息
を
ひ
き
と
り
ま
し
た
。

　

甲
南
学
園
創
設
者
平
生
釟
三
郎
が
語
る

「
す
べ
て
の
人
は
天
才
で
あ
る
。そ
の
天
才
を

発
揮
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、人
間
を
作

る
こ
と
の
本
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」と
い
う

教
育
理
念
と「
個
性
尊
重
」を
コ
ン
セ
プ
ト

と
す
る
自
由
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
校
風
が

彼
の
胸
に
新
鮮
な
感
動
を
生
み
、高
き
理
想

が
萌
え
出
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ

ん
。甲
南
と
の
出
会
い
が
、既
存
の
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
、大
胆
な
創
作
活

動
、鋭
い
批
評
眼
と
い
う
優
れ
た
資
質
の
芽

を
育
む
と
と
も
に
、彼
自
身
の
画
家
と
し
て

の
理
想
実
現
を
邁
進
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

甲
南
高
校
に
学
ん
だ
、日
本
を
代
表
す
る

音
楽
家
貴
志
康
一
。海
外
の
音
楽
学
校
で

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
腕
を
磨
く
と

と
も
に
、ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
巨
匠
フ
ル
ト

ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
も
と
で
指
揮
者
、そ
し
て

作
曲
家
と
し
て
の
才
能
を
開
花
さ
せ
ま
し

た
。ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
を
指
揮
し
、自
作
の

交
響
組
曲
も
披
露
し
て
華
々
し
く
活
躍
し

た
の
で
す
。後
に
、彼
の
作
曲
し
た
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
曲「
竹
取
物
語
」が
、湯
川
秀
樹
博
士

が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
際
の

晩
餐
会
で
演
奏
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
な
話
。

1
9
3
5
年
の
帰
国
後
は
、宝
塚
交
響
楽

団
、新
交
響
楽
団
な
ど
で
精
力
的
に
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
が
、ま
も
な
く
病
に
冒
さ

れ
、28
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

　

貴
志
康
一
が
、甲
南
小
学
校
に
転
校
し
た

の
は
1
9
1
9（
大
正
8
）年
4
月
、5
年
生

の
時
で
し
た
。当
時
、甲
南
小
学
校
は
学
園

創
立
9
年
目
で
、創
立
者
・
平
生
釟
三
郎
の

掲
げ
た
理
想
の
教
育
、の
び
の
び
し
た
雰
囲

気
の
中
、豊
か
な
個
性
を
伸
ば
す
こ
と
に
主

眼
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
甲
南
の

自
由
な
校
風
の
中
で
、彼
の
音
楽
家
と
し
て

の
天
分
が
磨
か
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。没
後
、戦
争
や
戦
後
の
混
乱
の
た

め
、長
ら
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
貴
志
康
一
が
復

活
す
る
の
は
、1
9
7
6
年
に
自
筆
の
楽
譜

な
ど
、彼
の
遺
品
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、母
校
甲

南
高
校
に
寄
贈
さ
れ
て
か
ら
。甲
南
で
は
彼

の
輝
か
し
い
業
績
を
よ
み
が
え
ら
せ
、か
つ
生

徒
の
音
楽
教
育
に
役
立
て
る
た
め
、貴
志
康

一
記
念
室
を
設
け
る
ほ
か
、楽
譜
の
出
版
や

レ
コ
ー
ド
、C
D
の
制
作
、コ
ン
サ
ー
ト
の
開

催
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。彼
の
再
評
価
は
進
み
、現
在
で
は
作
曲

家
と
し
て
も
指
揮
者
と
し
て
も
、日
本
の
音

楽
史
上
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長谷川三郎 貴志康一
19061906～1957～1957 19091909～1937～1937

東大卒業まで

長谷川三郎の作品と生涯 貴志康一のエピソード

●1906～1929

風景［1924年ころ］

自己の創意を発現させるこ
と、目と心に感じたままを率
直に表現する事を重視した
時代。大づかみな描写、激
しい動的な筆触は、小出か
ら受け継いだと思われる。

貴志康一の第九
　現在では珍しくはないが、戦前スコアなしの暗譜で
交響曲を指揮することなど考えられなかった。それを、
貴志康一が1936（昭和11）年、新交響楽団（現在の
N響）のベートーヴェン「第九」演奏会で初めてやって
のけた。康一は、日本の「第九」を語る上で、演奏史上
欠かせない存在になっている。

ストラディヴァリウス

　朝比奈隆と貴志康一は、深い友情で結ばれてい
た。朝比奈は1978（昭和53）年、甲南高等学校に大
フィルを率いて来演し、康一の交響組曲、歌曲、ヴァイ
オリン協奏曲を指揮した。康一と合奏するという朝比
奈の夢が、康一没後41年目に実現したこの演奏会
は、「朝比奈、友情のタクト振る」と新聞やテレビ、ラジ
オで大きく報じられた。

湯川秀樹と竹取物語
　貴志康一の作品の中で、「竹取物語」が特に有名
になったのは、湯川秀樹博士がノーベル賞を受賞した
時、授賞式後の晩餐会で演奏されたから。晩餐会で日
本を代表する曲として選ばれたのだ。その晩餐会の席
で演奏された記念に湯川博士がサインした楽譜は、現
在貴志康一記念室に大切に飾られている。

朝比奈隆の友情

　貴志康一とストラディヴァリウスの縁は深い。大学出
のサラリーマンの初任給が60円前後の時代に、6万
円もするストラディを、父の彌右衛門が熟考の
末、買い与えたのだ。「康一のストラディが日本
の音楽の発展に繋がるのなら」と。ヨーロッ
パから帰国したとき、どの新聞も「6万
円といふ名器抱いて、若き貴志君帰
る」と書き立てたのである。

留学から新時代洋画展時代まで
●1930～1935

婦人像3［1931年ころ］

この頃、画家になる事を決
意。イタリアのエトルスクと
ルネサンスに熱烈な印象を
受ける反面、新しく興起しつ
つあった抽象絵画やバウハ
ウス運動にも関心を持った。

抽象様式の時代
●1936～1939

新物理学B［1937年ころ］

戦前の抽象様式が充実
し、日本の抽象絵画の先
駆者として抽象的画風を
確立した時期。日本の近代
絵画史に残る名作とされる
「蝶の軌跡」「メトロポリス」
が制作された。

沈黙時代
●1940～1947

無題（石器時代土偶による）［1948年ころ］

Numbers One Ten［1955年ころ］

『画・論』乾由明氏「長谷川三郎ー芸術と思想」から

この期間は作品の制作を全くせず、茶道を修め、俳句
をつくるなど、知識として吸収するだけでなく、実践する
ことで精神を体得しようとした。

戦後
●1948～1957

沈黙時代を抜け出し、作品
制作を再開。イサム・ノグチ
と日本美に在る精神性の
すばらしさに共鳴しあい、日
本の心を表す伝統的な技
法を基にした抽象的書を
制作するように。1948年
に渡米後、1957年アメリ
カで客死。日本の伝統的な
作法による新しい作品は
アメリカでは高い評価を得
ました。

甲
南
が
世
界
に
誇
る

甲
南
が
世
界
に
誇
る

前
衛
美
術
の

前
衛
美
術
の

先
駆
的
画
家
。

先
駆
的
画
家
。
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キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

潜
在
的
な
力

潜
在
的
な
力
の
底
上

の
底
上
げ
。

石
井 
昇
新
所
長
が
語
る
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
展
望
。

　

景
気
が
後
退
す
る
な
か
、現
在
3
年
次
の
就
職
戦
線
は
、こ
こ
数
年
に
比

べ
て
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、こ
れ
か
ら
就
職

活
動
を
行
う
み
な
さ
ん
に
は
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
講
座
や
企

業
セ
ミ
ナ
ー
、O
B
・
O
G
懇
談
会
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
も
っ
と
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。こ
こ
に

は
、甲
南
大
生
に
期
待
す
る
多
く
の
企
業
の
求
人
票
が
あ
り
、進
路
相
談
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、個
々
の
学
生
に
適
っ
た
支
援
を
す
る
、C
D
A
の
資
格

を
備
え
た
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
。就
職
活
動
を
W
E
B
だ
け
に
頼
る
学
生
も

多
い
よ
う
で
す
が
、就
職
活
動
と
は
、自
分
の
足
を
使
っ
て
情
報
を
集
め
、人

と
接
す
る
こ
と
で
自
分
の
進
路
を
確
か
に
し
、結
果
を
つ
か
ん
で
い
く
も
の
。

そ
の
た
め
に
、わ
れ
わ
れ
も
、も
っ
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
も
ら

え
る
施
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。　

わ
れ
わ
れ
が
知
る
現
実
と
は
、メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
る
部
分
が
大
き
い
も
の
。そ
し
て
、メ

デ
ィ
ア
と
は
、人
の
手
に
よ
る
情
報
操
作
が
可
能

な
た
め
、高
い
志
や
モ
ラ
ル
で
し
か
支
え
ら
れ
な
い

〝
危
う
い
〞も
の
な
の
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、つ
く
る

側
と
し
て
も
、見
る
側
と
し
て
も
、高
い
意
識
を

持
っ
た
メ
デ
ィ
ア
人
を
育
て
る
こ
と
が
、大
学
の
教

育
と
し
て
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。一
方
で
、現

実
に
、社
会
に
強
く
な
る
た
め
に
も
、メ
デ
ィ
ア
を

知
る
こ
と
は
最
良
の
教
育
と
な
る
は
ず
で
す
。こ

の「
メ
デ
ィ
ア
人
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」で
徹
底
し
た
の

は
、「
本
物
」を
見
る
眼
を
養
う
こ
と
。そ
の
た
め
に

も
、講
師
陣
は
、過
去
の
人
で
は
な
く
、今
ま
さ
に

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
、一
流
の
方
々
に
お
願
い

し
ま
し
た
。現
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
設

け
、メ
デ
ィ
ア
人
が
何
を
見
て
い
る
か
を
探
り
、今

ま
さ
に
現
実
が
つ
く
り
だ
さ
れ
る
瞬
間
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま
す
。さ
ら
に
、こ
の
講
座
の
も
う
ひ
と

つ
の
役
割
は
、単
に
就
職
に
直
結
す
る
た
め
だ
け
で

な
く
、学
生
た
ち
が
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
場

と
な
る
こ
と
。メ
デ
ィ
ア
人
の
生
き
方
を
通
し
て
、

自
分
自
身
の
志
や
モ
ラ
ル
、ひ
い
て
は
自
分
の
将

来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
い
志
や
モ
ラ
ル
が

求
め
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア
、

そ
の
た
め
に
、

本
物
を
見
る
眼
を
養
う
。

セ
ミ
ナ
ー
の
仕
掛
人
、学
長
補
佐
に
聞
く

セ
ミ
ナ
ー
の
仕
掛
人
、学
長
補
佐
に
聞
く

朝
日
放
送
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、映
画
監
督
、現
役
モ
デ
ル
等

メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
す
る
方
々
が
講
師
に
。

●講義内容

●講義内容

●インターンシップ先

●講義内容

井
野
瀬 

久
美
惠

京都大学大学院文学研究科博士課程単位修得退学、博士（文学）。
2008年4月学長補佐に就任。朝日放送番組審議会審議委員（副委
員長）、兵庫県長期ビジョン推進委員会委員、大阪府河川整備委員
会委員、和歌山市教育指導主事など多くの学外委員を務める。

文
学
部
教
授

学
長
補
佐

　放送メディア業界も、大学のブランド名で採用する時代は終わりました。これは、放送局
側にも危機感があり、本当にいい人材を渇望しているということ。今メディアが欲しい人材
とは、「ソーシャル・プロデューサー」です。自分の眼で見たモノをきちんと自分の心で受け止
め、それを表現できる人間。そこには、感性の部分が求められます。優れたメディア人は、人
の心に影響を与え、その結果社会をプロデュースできるのです。そして、こうした能力は、ど
の分野に進もうと通用するでしょう。私が思うに、甲南大生は、「素直さ」という、メディア人
として一番大切な資質をもっています。ピュアだから、超一流の人の話を「すごい」と感じ取
る。一度スイッチが入れば秘めた力が目覚める。だから、予想していた以上に伸びしろが大
きかったのです。講座が終わっても質問攻めの甲南大生にあふれる熱意を感じました。私
もその情熱に応えようと、受講者一人ひとりの志望職種や受講感想をまとめたカルテをつ
くり、寺小屋のように一人ひとりの顔が見える指導を行っているのです。

石
井 

昇

一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
、法
学
博

士
。2
0
0
8
年
4
月
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
に
就
任
。甲
南
大
学
法
学
部
教

授
を
経
て
、2
0
0
4
年
4
月
か
ら
法
科
大
学
院
教
授
。2
0
0
0
年
4
月
〜

2
0
0
2
年
3
月
教
務
部
長
、2
0
0
2
年
4
月
〜
2
0
0
4
年
3
月
法
学
部

長
、2
0
0
6
年
4
月
〜
甲
南
大
学
企
業
法
務
研
究
所
兼
任
研
究
員
を
歴
任
。

法
科
大
学
院
教
授

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長

小関 道幸氏

朝日放送株式会社
総務局 局次長
番組審議会事務局長

KUMIE INOSE PROFILE 

慶應義塾大学法学部政治学科卒業後、1972年
朝日放送へ入社。番組宣伝部長、報道局次長な
どを歴任。

MICHIYUKI OZEKI PROFILE 

※

※ 
厚
生
労
働
省
指
定
の
キ
ャ
リ
ア
・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
能
力
評
価
資
格

メディア・マスコミに興味を持つ1・2年次生対象の「甲南ファーム」と、就職を視野に入れた3年次生対象の「甲南ロード」
で構成。テレビ・新聞・web・ゲームなど、多彩なメディアのテーマについて特別講義を行います。

特集1

◎「甲南メディア・ファームへようこそ！マスコミへの道 入門講座」講師：朝日放送プロデューサー・朝日放送総務局局次
長・番組審議会事務局長 小関道幸氏　◎「伝えよう！キミのメッセージ―映画制作と俳優論―」講師：俳優・映画監
督・プロデューサー・演技講師 塩屋俊氏　◎「テレビ制作現場最前線―ディレクターへの道―」講師：制作会社タキ
シーズ代表 稲塚秀孝氏　◎「トップモデルからマルチタレントへ―私が歩んで来た道―」講師：モデル・タレント アン・ミ
カ氏　◎「ゲーム制作の理論と実践―ファイナルファンタジーでの体験―」講師：音楽プロデューサー 池田陽介氏

◎「マスコミへの道・入門ガイド」講師：小関道幸氏　◎「伝えたい。このメッセージ」講師：塩屋俊氏　◎「テレ
ビ報道番組の作り方」講師：「報道ステーション」プロデューサー 堀内雄一郎氏　◎「新聞記者入門―取材者
の目―」講師：（株）朝日カルチャーセンター大阪代表取締役 丸山長平氏　◎「表現するココロ」講師：アン・ミ
カ氏　◎「マスコミへの道2008（+面接）」講師：小関道幸氏

◎（株）ワイズプロジェクト　◎（株）ウイル・ドゥ　◎朝日新聞社　◎（株）電通　◎（株）デイリースポーツ　
◎日刊スポーツ新聞社

◎「テレビ局が今、必要とする人材とは？」講師：テレビ朝日前事務局次長 木村寿行氏　◎「新聞社が今、必
要とする人材とは？ ―エントリーシート作成のコツ―」講師：丸山長平氏　◎「在阪テレビ局受験の傾向と対策 
―面接対策・エントリーシートを中心に―」講師：小関道幸氏　◎「ようこそ先輩！在阪局の新人アナウンサー
が、 新人局員が対面ゼミナール形式で対策を伝授」講師：各テレビ局アナウンサー・局員

メディア人養成セミナー

本物がわかる感性、あふれる情熱、
甲南大生にはメディア人に必要な資質がある。

1・2年次 
10月～

3年次 
8月～

3年次 
9月～

甲南ファーム

甲南ロード

インターンシップ

甲南ロード直前

3年次 
5月～

　

甲
南
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
学
部
で
学
ぶ
専
門
が
自
分
の
進
路
に

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
の
か
を
考
え
て
い
く
実
践
的
な
内
容
で
す
。文

部
科
学
省
の
現
代
G
P
に
も
採
択
さ
れ
た
こ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
踏
襲
し

な
が
ら
、さ
ら
に
新
た
な
取
り
組
み
を
試
み
て
い
ま
す
。そ
の
ひ
と
つ
が
、

メ
デ
ィ
ア
人
養
成
セ
ミ
ナ
ー
の
開
講
。こ
れ
は
、単
な
る
マ
ス
コ
ミ
・
メ
デ
ィ
ア

業
界
へ
の
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
な
く
、現
代
の
メ
デ
ィ
ア
人
に
求
め
ら

れ
る
確
か
な
眼
と
感
性
を
養
い
、自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
講
座
で
す
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
取
り
組
み
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、キ
ャ
リ
ア
教
育
で

最
も
注
力
し
た
い
の
は
、就
職
直
前
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、甲
南
大

学
生
の
潜
在
的
な
力
の
底
上
げ
で
す
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、い
わ
ゆ
る「
社
会
人
基
礎
力
」や「
学
士
力
」と
呼
ば
れ

る
、社
会
や
企
業
で
必
須
の
能
力
を
、低
学
年
の
早
い
う
ち
か
ら
養
っ
て
い

く
教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
。そ
の
力
さ
え
あ
れ
ば
、今
後
不
況
が
来
よ
う

と
、恐
れ
る
必
要
は
全
く
な
い
と
思
う
の
で
す
。

セミナーのセミナーの
コーコーディネーターィネーター

NOBORU ISHII PROFILE

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
は
じ
め
る
3
年
次
生
の
み
な
さ
ん
へ

8 7



甲南大学式フィットネステストを開
発。今夏の北京オリンピックで5つ
のメダルを獲得した全日本女子柔
道オリンピック代表チームトレーニン
グコーチも務めている。

曽我部 晋哉講師

　

講
座
は
3
部
構
成
で
、

第
一
部
で
は「
目
的
に
応

じ
た
歩
き
方
」、第
二
部

で
は「
脳
の
活
性
化
」を

テ
ー
マ
に
講
演
。講
師
は
、

本
学
教
員
で
あ
り
、ス

ポ
ー
ツ
先
端
医
科
学
研

究
所
長
で
あ
る
曽
我
部

晋
哉
講
師
が
務
め
ま
し

た
。そ
し
て
第
三
部
で
、い

よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
、「
甲

南
大
学
式
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
テ
ス
ト
」を
み
な
さ
ん
が
体
験
。

　

こ
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
テ
ス
ト
は
、健
康
の
維
持
・
増
進
を
目

的
に
、小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
同
一
項
目
で
測
定
す
る
生

涯
一
貫
型
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
テ
ス
ト
。最
新
の
機
器
を
使
っ
て
、

24
項
目
の
テ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
、筋
肉
量
や
柔
軟
性
な
ど
、

多
面
的
に
身
体
の
状
態
を
測
定
し
ま
す
。こ
の
日
は
、参
加

者
の
方
々
に
実
際
に
9
項
目
の
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
の
テ
ス
ト
は
、結
果
か
ら
自
身
の
身
体
の
状
態
を
正

確
に
把
握
し
、腰
痛
や
肩
凝
り
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
改
善
の
ア
ド
バ

イ
ス
ま
で
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な
特
徴
で

す
。当
日
は
、測
定
技
術
者
養
成
講
座
を
受
講
し
て
本
テ
ス

ト
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
た
、甲
南
大
生
や
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ま
に
も
測
定
を
お
手
伝
い
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
身
体
を
元
気
に
す
る
」一
方
で
、こ
の
テ
ス
ト
は
、思
い
が

け
な
い
効
果
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
は
、さ
ま
ざ
ま

な
世
代
の
活
発
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。も
う
ひ
と

つ
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
本
学
の
学
生
に
と
っ

て
も
、精
神
的
に
成
長
で
き
る
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。ま
た
、

高
齢
者
の
方
に「
い
き
が
い
」を
与
え
る
と
い
う
価
値
も
生
ま

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
次
は
も
っ
と
数
値
を
良
く
し
よ
う
」と

明
確
な
目
的
意
識
が
生
ま
れ
る
ほ
か
、最
初

は
測
定
を
受
け
る
だ
け
だ
っ
た
人
が
や
が
て

測
定
員
と
な
り
、地
域
貢
献
活
動
に
積
極

的
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。身
体
だ
け
で
な
く
、心
ま

で
元
気
に
で
き
る
。そ
れ
が
甲
南
大
学
式

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
テ
ス
ト
の
な
に
よ
り
の
効
用
と

言
え
る
の
で
す
。

健康に関する情報が溢れている
にも関わらず、身体の根本的な仕
組みや自分自身の身体について
知る機会は少ないもの。正しい知
識を持ち、科学的な指標にもとづ
いて健康を増進させてほしいとい
う想いから、このテストを開発しまし
た。従来の体力テストと違い、「全
世代対応」がキーワード。そのた
め、子どもから高齢者まで地域の
コミュニティづくりに役立ててほし
いです。また、今回ボランティアで
参加した大学生にとっては、目上
の方々と接することができる貴重
な機会。人生の先輩方から、学べ
ることも多いはずです。

身体だけでなく、
心も元気に！
甲南大学式フィットネステスト

健康をキーワードに、地域が
つながり、新しいコミュニケー
ションが生まれています。学生
のみんなも、若いうちから健康
を管理する大切さを知ってほ
しいです。

学生たちとともに研修を受け
て測定員として参加しました。
人々のお世話をすることは、
人のためだけではありません。
脳も活性化でき、自分も元気
になれますよ。

「自分の身体をより良くしてい
こう」という、地域のみなさん
の気持ちがすごく感じられまし
た。近年若者の生活習慣病
も多いそうなので、学生にも
もっと体験してほしいですね。

自分の身体の良い所も悪い
所もわかる、いい機会になり
ました。また、若い方 と々普段
接することも少ないので、い
い交流ができました。ぜひ、講
座を継続してほしいですね。

正田 日出夫さん

「第１回地域交流健康講座」開催

森 信孝さん香櫨園歩こう会 世話役代表

測定員として参加！

スポーツ先端医科学研究所長
伊藤 健司さん

会場は終始和やかなムード。測定を受ける人と
測定員のふれあいの場にも。

左から、佐々木浩人さん（理工1年）、
高丸純明さん（法1年）、丸井孝彰さん（法1年）、
坪田由樹子さん（文1年）、光枝花苗さん（文1年）

講座修了後は、ボランティアの皆さんの
懇親会も開催された。

フィットネステストを体験！

測定員として参加！ フィットネステストを曽我部所長と共同開発！

8月23日（土）、甲南大学甲友会館にて、第１回
「地域交流健康講座」を開催しました。この日は、
あいにくの雨にもかかわらず、160名を超える多
くの地域の方々が参加。甲南大学が考案した画
期的な「甲南大学式フィットネステスト」も、みな
さんに体験していただきました。

スポーツ先端医科学研究所 客員研究員理工学部 1年次生 佐々木 浩人さん

　

卒
業
生
の
中
西
香
爾
先
生（
旧
制
甲
南
高

等
学
校 
昭
和
１９
年
卒
）、岡
田
節
人
先
生

（
旧
制
甲
南
高
等
学
校 

昭
和
22
年
卒
）の
お

二
人
が
、２
０
０
７
年
１１
月
３
日
に
文
化
勲
章

を
受
章
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、２
０
０
８
年

５
月
２４
日
に
甲
南
大
学
１
４
２
講
義
室
に
て

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、

雨
の
降
る
足
元
の
悪
い
中
、５
０
０
人
近
く

の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、　

沢
理
事
長
か
ら
、「
甲

南
学
園
は
、創
立
以
来
、一
人
ひ
と
り
が
持
っ

て
い
る
個
性
・
天
賦
の
才
を
ひ
き
だ
す
教
育

（
e
d
u
c
a
t
i
o
n
）理
念
を
建
学
の
精
神

と
し
て
き
ま
し
た
。中
西
先
生
、岡
田
先
生

は
、「
香
爾（
こ
お
じ
）」、「
節
人（
と
き
ん

ど
）」と
お
名
前
か
ら
し
て
個
性
豊
か
で
す
。

き
っ
と
個
性
的
な
人
物
に
育
て
た
い
と
い
う

ご
両
親
の
想
い
が
あ
り
、ま
た
、甲
南
学
園
の

教
育
が
、お
名
前
に
表
さ
れ
た
非
常
に
強
い
個

性
を
引
き
出
し
育
て
た
の
で
し
ょ
う
。創
立

者
の
平
生
先
生
は
、お
二
方
の
同
時
受
章
を

非
常
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。両
先
生
の
功
績
や
文
化
勲
章
の
受
章

が
、学
園
に
輝
き
を
与
え
て
く
れ
、こ
れ
を
好

機
に
し
、『
個
性
を
力
へ
』も
っ
て
い
く
教
育
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
」と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、髙
阪
学
長
か
ら
、「
日
本
の
最

高
の
栄
誉
で
あ
る
文
化
勲
章
は
、昭
和
１２
年

に
制
定
さ
れ
、今
ま
で
３
３
８
人
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。昭
和
１２
年
と
い
う
と
、平
生
先
生

は
、広
田
弘
毅
内
閣
の
文
部
大
臣
を
さ
れ
て

い
た
と
き
で
す
。教
育
・
文
化
で
日
本
を
立
て

直
そ
う
と
義
務
教
育
６
年
制
を
８
年
制
に
の

ば
す
義
務
教
育
法
を
作
り
ま
し
た
が
、広
田

内
閣
総
辞
職
に
よ
り
、日
の
目
を
見
ま
せ
ん

で
し
た
。私
は
、文
化
勲
章
を
広
田
内
閣
で

発
案
さ
れ
た
の
は
、平
生
先
生
で
は
な
い
か
と

い
う
考
え
に
思
い
い
た
っ
て
い
ま
す
。昭
和
１２

年
２
月
に
制
定
さ
れ
、７０
年
目
に
お
二
方
が

受
章
さ
れ
た
の
は
、非
常
に
記
念
す
べ
き
こ
と

で
、平
生
先
生
の
理
想
教
育
の
集
大
成
が
お

二
方
に
顕
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
縁
は
、

甲
南
学
園
に
お
い
て
、学
術
、教
育
、研
究
に

力
を
入
れ
な
さ
い
と
諭
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
す
」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
西
先
生
の
１
年
後
輩
、岡
田
先

生
の
同
期
で
あ
る
吉
川
精
一
甲
南
学
園
同
窓

会
長（
旧
制
甲
南
高
等
学
校
昭
和
２１
年
卒
）

か
ら
は
、学
生
時
代
か
ら
際
立
つ
個
性
を
発

揮
さ
れ
た
お
二
方
の
思
い
出
を
ご
披
露
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

プ
レ
ベ
ト
キ
シ
ン（
赤
潮
毒
）な
ど
、多
数

の
天
然
有
機
化
合
物
の
構
造
を
決
定
し
、化

学
構
造
解
明
の
た
め
の
物
理
的
な
構
造
解

析
手
法
導
入
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
実
績
や

デ
ー
タ
を
、80
数
枚
に
も
わ
た
る
カ
ラ
ー
の

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
、ご
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。構
造
決
定
さ
れ
た
天
然
物
は
、蜘

蛛
、す
ず
め
ば
ち
、ご
き
ぶ
り
、え
び
、へ
び
、銀

杏
の
成
分
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

先
生
は
現
在
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
進
行
を

止
め
た
り
、記
憶
力
増
進
に
つ
い
て
の
研
究
を

進
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、夢
は
、深
海
魚
を
調

べ
る
こ
と
で
人
が
暗
闇
で
も
見
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

文
化
勲
章
受
章
記
念
講
演
会

中
西
香
爾
先
生
・
岡
田
節
人
先
生

　

文
化
の
向
上
・
発
展
に
貢
献
し
た
功

績
を
た
た
え
、お
二
方
に
甲
南
名
誉
博
士

の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、記

念
品
と
し
て
、同
じ
く
旧
制
高
校
出
身

者
で
あ
る
長
谷
川
三
郎
画
伯
の
作
品
を

焼
き
付
け
た
絵
皿
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

甲
南
大
学

名
誉
博
士
称
号
授
与
式　

　

少
年
期
か
ら
青
年
期
の
大
事
な
時
期
を

甲
南
で
過
ご
し
た
岡
田
先
生
は
、高
等
科
に

優
秀
な
現
役
の
生
物
学
の
先
生
方
が
お
ら

れ
、生
物
学
が
お
も
し
ろ
い
と
思
う
よ
う
に

な
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
大
学
で
、生
物
・
生

命
の
も
つ
現
象
の
法
則
性
に
向
か
っ
て
研
究

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、高
等
科
時
代
に
身
に
つ

け
た
教
養
は
今
で
も
役
に
た
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

生
き
物
と
は
、し
な
や
か
に
生
き
る
生
命

そ
の
も
の
。こ
の
し
な
や
か
さ
を
サ
イ
エ
ン
ス

に
す
る
と
嘘
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。科
学
と

は
、正
と
誤
が
決
ま
っ
て
い
て
こ
そ
、人
に
信

頼
さ
れ
る
も
の
。し
か
し
、科
学
と
は
、あ
や

ふ
や
な
も
の
が
あ
る
嘘
の
多
い
学
問
で
、実
は

こ
れ
が
お
も
し
ろ
い
。「
科
学
」と
い
う
言
葉
を

も
う
一
度
作
り
直
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
脱
科
学
よ
も
や
ま
話
」

テ
ー
マ 岡
田 

節
人 

先
生

「
天
然
物
化
学
の
面
白
さ
」

テ
ー
マ 中
西 

香
爾 

先
生
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オール甲南の集い
5/25 in 岡本キャンパス 協賛／甲南学園同窓会・甲南大学生活協同組合・岡本商店街振興組合

2008年5月25日（日）、甲南大学岡本キャンパスで「2008年度オール甲南の集い」が開催されました。
当日は、朝からあいにくの雨でしたが、開催時間には小雨となり、次第に晴れに。今年は、さまざまな新
しい趣向を取り入れ、昨年を大幅に上回る2,500名近い方にご参加いただきました。ご来場いただい
たみなさま、学園と一緒に「2008年度オール甲南の集い」をつくり上げていただいた方々に深く感謝
申しあげますとともに、当日の模様をレポートいたします。

世界一受けたくなる甲南大学の授業

田中教授の「花と緑のふしぎ」
このオープニングプログラムには、予想を上回る500名以上の方が詰めかけ、
モニター会場も開放するほど。テレビ・ラジオの番組にも多数出演している田
中修教授の講演は、その絶妙な語り口と植物の美しい映像で聴衆をぐいぐい
と惹きつけ、大好評でした。教壇の上には何百ものきれいなミニブーケ（花束）
を並べ、講演後はおみやげとして来場者にお持ち帰りいただきました。

甲志会主催公開座談会

「今、求められるリーダーシップとは？
 ～甲南創立者 平生に学ぶ～」
OBであり実業界で活躍されているミズノ㈱会長水野正人氏と㈱ワーク
アカデミー社長大石博雄氏、OBに絶大なファンを持つ衣笠元学長、髙
阪学長という超豪華メンバーによる座談会を開催。混沌とした現代社
会で生きていく我々にとって、大いにヒントとなるお話が聴けました。

ミニサッカー大会
毎年大人気の恒例企画、親子でフットサル！
豪華賞品もあり、大いに盛り上がりました。 花のかんむりをつくろう

こちらも、プロが編み方を伝授。驚くほ
どきれいなかんむりができ、女の子たち
はお姫様に変身！

憩いの広場
茶華道料理部道心会がお茶とお菓
子を振る舞い、癒しのひとときを過ご
していただきました。

全国甲南会
各地甲南会が集結。真剣
に審議をした後は、和気あ
いあいと懇親会。

甲南大学式フィットネステスト体験
「生涯自分の足で歩こう！」

実施するごとに大好評をいただいているフィットネステスト。全24
項目のなかから9項目をチョイスして体験していただきました。

お祭り広場
射的・バルーンアート・オリジナル
のバッジやプレート作成コーナー
など、学生による企画・運営コー
ナー。子どもさんが大喜びする姿
が印象的でした。

模擬店・物産展
同窓会、OBが経営される企業・商店、甲南
大生協のご協力を得て、物産・軽食等をお
得な価格でご提供しました。

甲南の歴史を振り返る写真展
たくさんの懐かしい写真を展示。
タイムスリップ気分を味わってい
ただきました。

OB会
毎年恒例のクラブ・ゼミ・卒業生
教職員OB会に加え、今年はEBA
の同窓会も実施。懐かしいキャン
パスで開く同窓会は格別ですね！

紙ひこうきをつくろう
プロが紙ひこうきのつくり方を伝授。子ども
さんはもちろん、大人の方も熱中されていた
ようです。完成後は、グラウンドでテスト飛
行！遠くまで飛びましたか？！

終日

9：30～
16：00

12：00～
16：00

14：00～
16：30

12：00～
16：00

13：00～
16：00

12：00～
16：00

13：00～
16：00

13：00開
場/13：

30上映

13：00～
16：00

13：00～
14：20

12：00～
12：50

14：30～
16：30

14：00～
16：30

映画「神様のパズル」
試写会

来年度は、2009年5月24日に開催予定

このほか、甲南×ユナイテッドアローズによるエコバッグプレゼント、豪華
賞品が当たるスタンプラリー、ペンギンさんとアヒルさんのぬいぐるみに
よるお子さまへの風船プレゼント等を実施、甲南から普段お世話になっ
ているみなさまへ感謝の気持ちをささやかながらお返しする一日でした。

詳しいご案内は、追って「甲南Today」に掲載いたします。卒業生・学生・ご父母の方々だけでなく、
どなたでもご参加いただけますので、ご家族、お友達をお誘いあわせのうえ、足をお運びください。

コンサート「オール甲南夢舞台」
現役学生の課外活動団体によるパフォーマンス、プロのアーティストROOTS
による貴志康一楽曲の演奏、Asa festoon（OG岡田麻さん）によるラテン
ミュージック等バリエーション豊かな内容で、聴衆はときに盛り上がり、ときに静
かに聴き入りました。

髙阪学長のあいさつにより、いよいよ
「2008年度オール甲南の集い」幕開け

全国東映系映画館で6月に上映
された作品をひと足先に公開。原
作者の機本伸司氏がOBであるこ
とから、特別企画として機本氏の
トークショーも開催しました。

日

Report

吹奏楽部による学園歌の演奏、チアリーディング部による
パフォーマンス、ミズノ㈱水野正人会長による甲志会公開
座談会の告知等、開催前から熱気に包まれました。

12時からの開催に先がけ、
オープニングセレモニーを行いました
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甲南甲南
中学校学校

甲南甲南

高等高等学
校学校

平
生
釟
三
郎
が
掲
げ
た
教
育
理
念「
徳
育
・
体
育
・
知
育
」。

甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
間
性
を
育
む

人
間
教
育
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。ク
ラ
ブ
活
動
も
、そ
の
ひ
と
つ
。

今
年
も
、体
育
系
ク
ラ
ブ
か
ら
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
る
生
徒
を

数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す

数
多
く
の
体
育
系
ク
ラ
ブ
が
、

全
国
大
会
へ
出
場
。

高校1年から挑戦を続け、ようやく全国大会へ
出場できました。ティーショットでは緊張しまし
たが、自分のゴルフをするように集中し、楽しみ
ながらプレイができました。

高校最後の大会で、全国へ。 全国には馬を上手に扱う選
手が、たくさんいて驚きまし
た。インターハイ後、「もっと頑
張らないといけない」とやる気
が一層湧いてきています。来
年こそは、優勝をめざします。

もっと練習をして、
次こそは優勝を。

部長としてチームをまと
め、“勝利”に向かってひと
つになれたのが印象的で
す。このテニス部で養った
リーダーシップを、高校に
進学してからも役立たせ
たいと思います。

全国レベルの選手との
プレイを通じて、僕自身の
課題も明確になりました。
苦手なアプローチをもっ
と練習して、1ホールずつ
確実にパーで終了できる
ようになりたいです。

大会を通じて
課題も明確に。

全国にはたくさんの強いプレーヤーがいるこ
とを知りました。来年こそ、めざすは全国大会
入賞！そのために普段の練習を大切にして、
もっと強くなりたいと思います。

ケガで試合に出場できなくて悔
しい思いもありましたが、チーム
の勝利のためにベンチから声
援で参加。ベスト16に進出でき
て本当にうれしかったです。

チームの勝利を願い、
エールで参戦。

北京オリンピック出場選手のプレイを間近で見られ
たり、他校の選手とも交流を深められたりと、インター
ハイだからこそ刺激になる経験が数多くできました。

世界レベルの選手に刺激を受けた。

高中

T O P I C S

甲南中学校3年生
岩本 拓馬

全国中学テニス選手権、
団体3位入賞

テニス部テニス部

甲南中学校3年生
船戸 一輝

全国中学校ゴルフ
選手権大会、初出場

ゴルフ部ゴルフ部

甲南高等学校2年生 森本 紘文
インターハイ、全日本選手権大会出場

アーチェリーアーチェリー部

甲南高等学校2年生 須賀 義人
インターハイ、ベスト16進出

ホッケーホッケー部

甲南高等学校3年生 安藤 啓介

2008年度日本ジュニアゴルフ選手権競技、出場
ゴルフ部ゴルフ部

甲南中学校2年生 竹内 智毅

県総体を優勝し、全国大会へ
弓道部弓道部

甲南高等学校2年生
長谷川 皓大

6年ぶり、インターハイ出場
馬術部馬術部

県総体3連覇、インターハイ初出場を達成で
きたのも、“己に勝つ”精神で練習に取り組
んでこられたからだと思います。この精神を
忘れず、さらに上をめざして頑張ります。

甲南高等学校3年生 平谷 源
県総体を3連覇。インターハイに初出場

水泳部水泳部

自分に勝つことで、さらに上へ。

日頃の練習の大切さを実感。

メンバーがひとつに
なれたのが印象的。

山本文政君と
　沢理事長

色素合成実験に
取り組む生徒

和太鼓が響き渡ったフランス式中庭

西方先生の説明を受ける生徒たち

大役を果たしリラックスして記念撮影

フランス甲南学園トゥレーヌだより
Actualites du Lycee-College KONAN 

de Touraine-France

http://t-konan.jp/フランス甲南学園トゥレーヌのことを もっと詳しく知りたい方はこちら
フランス甲南学園トゥレーヌ日本事務所　TEL 078-453-0115

　

本
校
の
卒
業
生
で
甲
南
大
学
４
年
次
の
山
本

文
政
君
が
甲
南
90
周
年
栄
誉
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
・
コ
ミ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
教
育
栄

誉
奨
学
金
を
受
賞
し
ま
し
た
。山
本
君
は
、本
校
在

学
中
、英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
優
勝
や
生

徒
会
活
動
に
貢
献
し
た
ほ
か
、協
定
校
で
あ
る
イ

ギ
リ
ス
の
名
門
ダ
リ
ッ
チ
校
へ
の
留
学
を
経
験
。ダ

リ
ッ
チ
校
で
は
、日
本
語
ク
ラ
ブ
の
創
設
や
本
校
和

太
鼓
部
を
招
い
て
の
演
奏
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

日
本
文
化
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
積
極

的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、同
校
か
ら
日
本
人
初
と

な
る「
ハ
ー
フ
カ
ラ
ー
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
校
卒
業
後
は
、内
部
推
薦
制
度
に
よ
り
甲
南

大
学
経
営
学
部
に
入
学
、2
年
次
に
は
成
績
優
秀

者
表
彰
を
受
け
る
と
と
も
に
、甲
南
大
学
の
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
中
国
・
西
北
大
学
へ
の
留

学
に
も
参
加
。こ
れ
ら
の
活
躍
が
高
く
評
価
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

甲
南
大
学
先
端
生
命
工
学
研
究
所（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ

Ｒ
）の
協
力
を
得
て
、
本
校
生
を
対
象
と
し
た
特

別
実
験
が
7
月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
系
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
5
名
の
本
校
生

徒
が
参
加
し
、特
別
に
用
意
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
、最
先
端
の
設
備
を
使
用
し
た
本
格
的
な
実

験
を
体
験
し
ま
し
た
。同
研
究
所
の
西
方
先
生
、甲

元
先
生
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、エ
ビ
の
解
剖
や

生
レ
バ
ー
を
使
っ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
な
ど
の
実
験
に
取

り
組
み
、日
頃
の

授
業
で
は
実
感
で

き
な
い「
生
命
の
神

秘
」に
触
れ
る
貴

重
な
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

7
月
8
日
、本
校
か
ら
1
時

間
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
フ
ォ
ン

ト
ヴ
ロ
ー
で
ア
ニ
メ
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。フ
ォ
ン
ト
ヴ
ロ
ー
は
、

フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
修
道
院

の
ひ
と
つ
で
、そ
の
建
物
も
ロ
マ

ネ
ス
ク
建
築
の
傑
作
と
し
て
有

名
で
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
に
も

国
内
外
の
著
名
な
音
楽
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
数
多

く
開
催
す
る
な
ど
、芸
術
紹
介
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
の
修
道
院

で
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ブ
リ
作
品
を
扱
っ
た
ア
ニ
メ
祭
が
催

さ
れ
、本
校
和
太
鼓
部
が
招
待
を
受
け
て
参
加
し

ま
し
た
。『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

や『
火
垂
る
の
墓
』の
監
督
・
脚
本
を
手
掛
け
た
こ
と

で
も
有
名
な
高
畑
勲
さ
ん
を
は
じ
め
、女
優
の
ジ
ャ

ン
ヌ
モ
ロ
ー
さ
ん
や
前
大
統
領
候
補
の
ジ
ゴ
レ
ー
ヌ
・

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
さ
ん
ら
が
出
席
さ
れ
、名
だ
た
る
方
々
の

前
で
本
校
和
太
鼓
部
が
演
奏
を
披
露
、た
い
へ
ん
栄

誉
あ
る
機
会
に
生
徒
た
ち
も
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

後
日
ト
ゥ
ー
ル
市
内
で
開
催
さ
れ
た
高
畑
さ
ん
を

招
い
て
の
ジ
ブ
リ
作
品
上
映
会
で
は
、高
畑
さ
ん
か

ら
映
画
祭
で
の
本
校
和
太
鼓
部
の
演
奏
に
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、本
校
生
に
対
し
て

「
今
の
環
境
を
存

分
に
活
か
し
て
ほ

し
い
。他
人
と
比

較
す
る
の
で
は
な

く
、自
分
を
確
か

め
な
が
ら
一
歩
一

歩
成
長
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
」と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

このたびの受賞は、

フランス甲南学園

トゥレーヌと甲南大

学で学んだことに

よって、自分の世界

を大きく広げること

ができた結果であり、そして何より、周りで自分を支え、励まし

てくれた人たちのお陰であると感じています。

この奨学金は、計画中の中国・北京大学への留学に生か

す予定であり、この受賞を糧に、一層研鑽を積み、世界に通

用する甲南人として邁進したいと考えています。

大学レベルの実験に、参加者５名全員がとても興奮

しました。特に、身近な素材を使って見事な技術で行

うＤＮＡ抽出実験や、エビの解剖から人間の祖先に

まで遡ることができるといった壮大なお話を伺えたこと

は、たいへん印象に残ってい

ます。とても楽しく有意義な経

験ができ、ご指導いただいた

先生方に感謝しています。

ゥ
レ
ー
ヌ
・
コ
ミ
ニ
カ
テ
ィ
ブ

栄
誉
奨
学
金
受
賞

ト

ォ
ン
ト
ヴ
ロ
ー
・
ア
ニ
メ
祭
に

本
校
和
太
鼓
部
が
出
演

フ

Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
特
別
実
験
に

本
校
生
が
参
加

F

【本人コメント】

【参加生徒コメント】
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なるほど！なるほど！

一人ひとりの声の個性は一人ひとりの声の個性は
なぜ生まれるのか？なぜ生まれるのか？

私の研究は、「一人ひとりの声の違いや特徴がどうやって生まれるのか」を探ること。これは、人によって口と喉と鼻の形が
違うことから生じる、声道（声の通り道）の形の違いが大きく影響しています。そこで、病院の診断で使われるMRIを使い、
声道の形を撮影して立体模型を作成することで、声の発生メカニズムやその人の声の特徴を分析しているのです。この
研究法は、世界にほとんど例がなく、いつも海外の研究者に驚かれます。そして、私がもうひとつ注目しているのが、ものまね
タレント。一人ひとり違う声を、ものまねタレントは、そっくりまねることができます。「口や喉のどの部分を、どう動かして似せ
ているのか」、「声のどこが似ているとそっくりに聞こえるのか」、これがわかれば、私の研究である「一人ひとりの声の個性
はなぜ生まれるのか」を解明する大きな手がかりになるのです。

research1

北村准教授は、研究法も実にユニーク。MR Iを
使って発話するときの口の形を撮影して（写真
右）立体模型（写真左）をつくる。左写真下部の
スピーカーから声帯音源を出せば、MR I撮影を
した本人の声が再現できる。

一人ひとり声が違っても、
はじめて会った人でさえ、声
を聞き取ることができて会
話が成立する。これは、一
見簡単なことのように思え
ますが、実は人間の高度な
情報処理能力があるからこ
そできるもの。

人間の声の研究は、人間の声の研究は、
家庭に医療に幅広く活かされる？家庭に医療に幅広く活かされる？

私の研究で、最終的にめざしているのは、映画やゲームに使われるCG（コンピュータグラフィック）技術の
ようなもの。何もないところからイメージにあわせた声をつくり、人間さながらの声を生み出す音声合成システ
ムをつくりたいのです。実現すれば、将来家庭内にロボットが普及しても、あの無味乾燥なロボットボイスでは
なく、限りなく人に近い声がコミュニケーションを豊かにするでしょう。また、医療・福祉分野への応用も期待
できます。例えば、舌ガンで声を失った人の声を、手術前に録っておいた声から再現することもできるのです。
2008年甲南大学に知能情報学部が誕生しましたが、私の研究も含めて、「人間への理解」がこれからの情
報社会を担うキーワードとなるでしょう。この学部には、人間の運転時の誤作動を科学的に追究することで
事故を防止する運転支援システムを開発する研究室をはじめ、人間と情報技術をつなげ、社会や生活を豊
かにできる可能性にあふれています。そして、個人的には、私の研究を通して、「元来人間の声はこんなに
一人ひとり違いながらも、人間は理解し合っているんだ」という事実をもっと多くの人々に伝えていきたい。
そうすれば、世の中のさまざまな紛争や対立は乗り越えられることも多いのではないかと思うのです。

research3
鼻腔

口腔

硬口蓋
軟口蓋

喉頭

気管

必読！人の声をものまねする必読！人の声をものまねする
そのポイントとは？そのポイントとは？

先日私が出演したテレビ番組で、ものまねタレント・コージー冨田さんが落語家・桂歌丸師匠のものまねをした音声
データを分析しました。その科学的な声紋分析からわかったのは、こんなところまで似せられるのかと驚くほど「声の
音色」をまねていたことです。「声の音色」とは、同じ「ド」の音でもピアノかギターかバイオリンかを決める、音の成分
のようなもの。コージーさんは口と喉の形を変えて、歌丸師匠の声にぴったりの音色を探り当てていました。さらに、
声帯部分を巧みに使って、「しゃがれた声」「甲高い声」といった、聞く人の頭の中にある歌丸師匠の声のイメージを
忠実に再現し、声の高低や抑揚もうまく似せていたのです。100％同じ声をつくりだすことは不可能ですが、コー
ジーさんのようにポイントさえおさえれば似ているように聞こえるのも面白いところ。このノウハウを深めれば、生身の
人間のような声をつくり出す音声合成技術への活用も夢ではありません。

research2

﹇
音
声
・
音
響
情
報
処
理
﹈

も
の
ま
ね

タ
レ
ン
ト
の
声
は
、

な
ぜ
本
人
そ
っ
く
り
に

聞
こ
え
る
の
か
？

人
間
の
顔
が
十
人
十
色
の
よ
う
に
、人
間
の
声
も
十
人
十
色
。

で
も
、な
ぜ
、一
人
ひ
と
り
声
が
違
う
に
も
関
わ
ら
ず
、

も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
は
人
間
の
声
を
そ
っ
く
り
ま
ね
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
し
て
、な
ぜ
本
人
そ
っ
く
り
に
聞
こ
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
持
つ
人
間
の
声
を
探
り
、

そ
の
声
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
日
夜
研
究
に
取
り
組
む
、

知
能
情
報
学
部
北
村
達
也
准
教
授
が
そ
の
謎
を
お
話
し
し
ま
す
。

『音のなんでも小事典』は、入門書としてオスス
メです。『解体新ショー』は、人体のさまざまな
謎を解き明かす、みなさんご存知のバラエティ
番組。北村准教授が出演し、ものまねタレント
の音声分析を行った内容も掲載されています。 

音のなんでも小事典
日本音響学会編

解体新ショー
NHK「解体新ショー」プロジェクト編

北村先生の

オススメ図書
1997年、北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科
博士後期課程修了。博士（情報科学）。2007年甲南大学
理工学部情報システム工学科へ、2008年より現職。
研究室のホームページ　http://basil.is.konan-u.ac.jp/

知能情報学部

准教授北村 達也

先生、
知の最前線を
教えてください

声道

声帯

この模型は先生がATR（京都）在籍時につくったもの。
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※

会
場
の
都
合
に
よ
り
、入
場
は
先
着
4
5
0
名
様

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。モ
ニ
タ
ー
室
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

甲南特捜部甲南特捜部
こちらこちら

甲南特捜部
こちら

現
代
講
座
は
、「
主
体
性
」も
培
う
場
。

現
代
講
座
は
、「
主
体
性
」も
培
う
場
。

学
生
が
、そ
の
す
べ
て
を
行
う

学
生
が
、そ
の
す
べ
て
を
行
う
。

　
「
現
代
講
座
」は
、研
究
者
、ス
ポ
ー
ツ
選

手
、文
化
人
な
ど
、各
界
で
活
躍
す
る
人

を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
招
き
し
、自
ら
の
サ
ク
セ

ス
ス
ト
ー
リ
ー
や
業
界
の
実
情
を
語
っ
て
い

た
だ
く
講
演
会
。本
題
に
入
る
前
に
、ま
ず

は
こ
の「
現
代
講
座
」の
起
源
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。そ
も
そ
も
の
は
じ
ま
り

は
、と
て
も
古
く
、旧
制
甲
南
高
等
学
校

時
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

　

甲
南
学
園
の
創
立
者
平
生
釟
三
郎
が
掲

げ
た
教
育
方
針「
人
格
の
修
養
と
健
康
の

増
進
を
重
ん
じ
、個
性
を
尊
重
し
て
各
人

の
天
賦
の
特
性
を
伸
張
さ
せ
る
」た
め
に

は
、授
業
だ
け
で
な
く
、学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
最
先
端
、つ

ま
り「
本
物
」に
触
れ
る
機
会
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
考
え
の
も
と
、多
く
の
文
化
人
や

研
究
者
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
が
招
聘
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
顔
ぶ
れ
は
、じ
つ
に
豪
華
。例

え
ば
、柔
道
の
創
始
者
で
あ
り
、柔
道
を
世

界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
に
広
め
る
礎
を
築
い
た
嘉

納
治
五
郎
氏
、日
本
人
と
し
て
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
湯
川
秀
樹
氏
、日
本
の

近
代
哲
学
・
宗
教
哲
学
研
究
者
で
あ
る
西

谷
啓
治
氏
な
ど
、各
界
の
著
名
な
方
々
が

来
校
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の「
本
物
に
触
れ
る
機
会
」が
受
け
継

が
れ
、甲
南
大
学
に
な
っ
て
か
ら
は
毎
年
大

学
祭
の
学
術
祭
で
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
後
70
年（
昭
和
46
年
）

か
ら
現
在
の「
現
代
講
座
」と
な
っ
た
の
で

す
。記
念
す
べ
き
第
1
回
目
の
講
師
は
、日

本
を
代
表
す
る
哲
学
者
、梅
原
猛
氏
。あ

る
O
G
の
方
が
、現
代
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し

た
当
時
の
貴
重
な
思
い
出
を
こ
う
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
毎
回
錚
々
た
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
り
、本
当
に
楽
し
み
な
企
画
で
し

た
。驚
い
た
の
は
、74
年（
昭
和
49
年
）に
講

演
さ
れ
た
ソ
ニ
ー
創
業
者
盛
田
昭
夫
さ

ん
。自
家
用
飛
行
機
で
来
校
さ
れ
、そ
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
生
き
方
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
」。こ
う
し
て
過
去
か
ら
現
在
に
お
い

て
、現
代
講
座
は
、本
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
々
に
も
、社
会
と
人
間
の
あ
り

方
を
考
え
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

こ
こ
で
、「
現
代
講
座
は
、学
生
た
ち
が

企
画
し
て
い
る
の
か
？
」の
本
題
に
戻
り
ま

し
ょ
う
。「
現
代
講
座
」は
、学
生
た
ち
の
主

体
性
を
養
う
こ
と
に
も
重
点
が
置
か
れ
て

お
り
、年
に
3
回
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

は
、企
画
は
も
ち
ろ
ん
、講
演
テ
ー
マ
の
決

定
か
ら
著
名
人
へ
の
依
頼
、講
演
会
ま
で
の

情
報
宣
伝
活
動
、そ
し
て
当
日
の
運
営
ま

で
、そ
の
す
べ
て
を
学
生
た
ち
が
行
い
ま

す
。「
講
師
へ
の
依
頼
を
は
じ
め
、情
報
宣

伝
活
動
で
は
ポ
ス
タ
ー
を
駅
前
に
貼
っ
た

り
、新
聞
の
挟
み
込
み
広
告
に
チ
ラ
シ
を

入
れ
た
り
、こ
の
活
動
を
通
じ
て
社
会
と

関
わ
る
機
会
が
数
多
く
あ
り
ま
す
」と
自

治
会
現
代
講
座
実
施
委
員
会
の
元
委
員

長
溝
尻
毅
さ
ん（
経
済
3
年
）は
言
い
ま

す
。現
委
員
長
の
都
藤
真
莉
絵
さ
ん（
法

2
年
）は「
大
学
の
代
表
と
し
て
社
会
と

関
わ
る
な
ん
て
初
め
て
の
経
験
な
の
で
、

戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
。で
も
、本
当
に
学
生

だ
け
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、メ
ン

バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
責
任
感
が
芽
生
え
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
」と
、活
動
を
通
し
て

自
主
性
が
培
わ
れ
、自
己
成
長
で
き
る
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
で
1
4
6
回
を
迎
え
る「
現
代

講
座
」が
、い
よ
い
よ
10
月
4
日（
土
）に
開

催
さ
れ
ま
す
。そ
の
ゲ
ス
ト
に
は
、今
年
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
の
深
い
講
師
、元
プ
ロ

野
球
選
手
金
村
義
明
氏
を
お
招
き
し
ま
す
。

O
B
・
O
G
の
方
々
も
、ぜ
ひ
お
友
達
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

10
月
4
日（
土
）

元
プ
ロ
野
球
選
手

金
村
義
明
氏 

来
校
！

テ
ー
マ「
我
が
野
球
人
生
」

13
時
30
分
〜

甲
南
大
学 

1
4
2
講
義
室

入
場
無
料

﹇ 

ス
タ
ー
ト  

﹈ 

﹇ 

会　

場 

﹈

梅 原  猛

梅 棹 忠 夫

陳  舜 臣

西 谷 啓 治

小 松 左 京

盛 田 昭 夫

佐 治 敬 三

朝 比 奈 隆

岡 本 太 郎

筑 紫 哲 也

桂  三 枝

河 合 隼 雄

辻 井  喬

ドクター・中松

掛 布 雅 之

戸田奈 津子

浅 田 次 郎

堤  幸 彦

石 原 良 純

畑 　 正 憲

1971. 6.16

1971. 6.19

1972. 6.17

1972.11.11

1973.11.10

1974. 5.11

1976.11.27

1978.10.21

1979.11.22

1982. 1.21

1982.11.18

1992.12.14

1995. 5.26

1997. 5.20

1998.11.12

2000. 5.13

2001.11.23

2004. 1.10

2005. 5.21

2007. 9.29

　

現代に生きる

 

現代人と宗教

未来を語る

日本経済の進路

挑戦

私の信条・人生観

私の人生観

 

　

我がプロ野球人生

ことばの交差点に生きる

小説とは何か

これが私の生きる道

命に恋して

隠された十字架
　̶聖徳太子と法隆寺̶

開催日開催日

（一部抜粋・敬称略）（一部抜粋・敬称略）

タイトルタイトル講師講師

これまでの現代講座これまでの現代講座

歴史のかけ橋 
　̶日本と中国̶

守ってあげたい私の日本
　̶今、考えよう防衛問題̶

起承転転 
　̶ぼくの歩んできた道̶

始めません？
ゆとり的生活構想

新しい時代の経済と文化
　̶時代はどこへ行くのか―

堤幸彦的世界 
　̶アンチ常識論̶

独創力の秘密 
画期的なアイデアはどこから生まれるのか

第
1
4
6
回

現
代
講
座
開
催

そ
の
は
じ
ま
り
は
、旧
制
甲
南
高
校
時
代
。

そ
の
は
じ
ま
り
は
、旧
制
甲
南
高
校
時
代
。

各
分
野
の
最
先
端
、「
本
物
」に
触
れ
る
機
会
。

各
分
野
の
最
先
端
、「
本
物
」に
触
れ
る
機
会
。

現
代
講
座
は
、

現
代
講
座
は
、

学
生
た
ち
が

生
た
ち
が

企
画
し
て
い
る
っ
て

本
当
で
す
か

当
で
す
か
？

？

「
現
代
講
座
」は
、

今〝
旬
〞な
面
白
い
話
を
聞
け
る
と
あ
っ
て
、

学
内
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
々
ま
で
詰
め
か
け
る

毎
回
満
員
御
礼
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
。

と
こ
ろ
で
、こ
の「
現
代
講
座
」、

実
は
学
生
が
企
画
し
て
い
る
と
い
う

噂
を
聞
い
た
が
、本
当
な
の
か
？

そ
の
真
相
に
つ
い
て
、

今
回
わ
れ
わ
れ
特
捜
部
が

調
査
し
て
き
ま
し
た
。

日本初のノーベル賞を受賞した
湯川秀樹氏も甲南で講演会を
開催している。（写真右が湯川秀
樹氏、左は荒勝交策初代学長）

石原良純氏

舞の海秀平氏
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特集2

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部（
愛
称

Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
）で
は
、甲
南
大
学
の
研
究
機

関
・
先
端
生
命
工
学
研
究
所（
愛
称
Ｆ
Ｉ
Ｂ

Ｅ
Ｒ
）と
連
携
し
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
融
合
し
た
新
し
い

学
問
で
あ
る「
ナ
ノ
バ
イ
オ
」を
学
習
。あ

ら
ゆ
る
最
先
端
技
術
に
応
用
で
き
る
基
礎

研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。学
部
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、「
生
命
を
、化
学
す
る
」「
生
命
で
、化

学
す
る
」。「
生
命
を
、化
学
す
る
」と
は
、生

命
を
化
学
の
力
で
解
明
す
る
こ
と
。そ
の

研
究
成
果
は
、医
療
、薬
品
、食
品
、化
粧

品
な
ど
健
康
関
連
に
応
用
さ
れ
ま
す
。「
生

命
で
、化
学
す
る
」と
は
、新
材
料
や
新
素

材
な
ど
の
開
発
に
、生
命
系
の
研
究
成
果

を
応
用
す
る
こ
と
。Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
は
、こ
の
２

つ
を
柱
に
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
で
は
、研
究
だ
け
で
な
く
、

最
先
端
の
サ
イ
エ
ン
ス
や
経
済
の
動
き
に

直
に
触
れ
、広
い
視
野
を
養
う
こ
と
も
重

視
。「
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
講
座
」で
は
、社

会
で
活
躍
す
る
甲
南
出
身
者
等
を
講
師
に

招
き
、豊
富
な
体
験
談
な
ど
を
学
生
に
伝

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、企
業
と
共
同

研
究
に
取
り
組
み
、研
究
成
果
が
社
会
で

ど
う
役
立
つ
か
を
体
験
す
る
機
会
や
、Ｆ
Ｉ

Ｂ
Ｅ
Ｒ
に
滞
在
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
者
に
よ
る
講
演
や
研
究
指
導
な
ど
の

機
会
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
建
設
さ
れ

る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ

イ
エ
ン
ス
の
研
究
に
非
常
に
適
し
た
環
境

で
す
。神
戸
市
は「
医
療
産
業
都
市
構
想
」

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
に
は
バ
イ
オ
関
連
企
業
や
理
化
学

研
究
所
の
施
設
が
集
積
。キ
ャ
ン
パ
ス
が
で

き
る
の
は
、理
化
学
研
究
所
の
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
施
設
建
設
予
定
地
の
す
ぐ
隣

で
す
。ま
た
、兵
庫
県
も「
健
康
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
掲
げ
て
お
り
、今
後
、バ
イ
オ
や
セ

ン
シ
ン
グ
の
研
究
で
一
大
拠
点
に
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。加
え
て
、兵
庫
県

お
よ
び
神
戸
市
は
、新
興
経
済
大
国「
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
」と
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｅ

Ｒ
に
も
、中
国
や
イ
ン
ド
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
者
が
滞
在
し
て
い
ま
す
。Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

で
は
、こ
う
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
性
を
活

か
し
、企
業
や
研
究
機
関
な
ど
と
の
連
携

を
進
め
、「
生
命
化
学
の
研
究
拠
点
」を
め

ざ
し
ま
す
。

　
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

サ
イ
エ
ン
ス

社
会
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、

広
い
視
野
を
持
つ
研
究
者
を
育
成
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、

「
生
命
化
学
の
研
究
拠
点
」を
め
ざ
す
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造
学
部（
愛
称
Ｃ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
）は
、経
済
と
経
営
を
融
合
し
た
新
し
い

学
部
で
す
。Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、従

来
の
大
学
教
育
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
学

び
を
提
供
し
、甲
南
大
学
に「
新
し
い
風
」

を
吹
き
込
む
こ
と
。「
学
生
が
成
長
で
き
る

学
部
」「
大
学
の
未
来
の
発
展
を
担
う
学

部
」「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
学
部
」の
3

つ
を
教
育
コ
ン
セ
プ
ト
に
、そ
の
実
現
に
全

力
を
傾
け
て
参
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
特
徴
は
、少
人
数
の
チ
ー
ム

で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
教
育
ス
タ
イ
ル
。受
け

身
で
授
業
を
聞
く
の
で
は
な
く
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、「
自
ら
考
え
行

動
す
る
力
」を
養
い
ま
す
。ま
た
、学
生
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
重
視
。海
外
の
大
学

院
で
学
位
を
取
得
し
た
教
員
が
半
数
以
上

で
、豊
か
な
人
生
経
験
を
活
か
し
て
学
生

の
好
奇
心
に
火
を
つ
け
ま
す
。今
後
は
海

外
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
参
加
で
き
る
制
度
を
充
実
し
、学
生

が
社
会
を
経
験
す
る
機
会
も
増
や
し
ま

す
。こ
う
し
た
教
育
に
よ
っ
て
、10
年
後
の

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る「
生
き
抜
く

力
」を
養
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、西
宮
北
口
駅
の
南
側
に
Ｃ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
の
拠
点
と
な
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設
中

で
す
。こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
未
来
の
大

学
」。ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
講
義

や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
活
用
で
き
る
設
備

を
整
え
ま
す
。教
員
の
研
究
室
は
、学
生
に

オ
ー
プ
ン
な
場
に
。室
内
は
研
究
ス
ペ
ー
ス

を
小
さ
く
、応
接
間
を
広
く
設
計
。壁
は

外
か
ら
見
え
る
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、先
生
同

士
が
議
論
す
る
姿
が
日
常
の
光
景
に
な
る

刺
激
的
な
環
境
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、西
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
は
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の

学
生
だ
け
が
学
ぶ
、小
規
模
の
キ
ャ
ン
パ
ス
。

こ
こ
に
集
ま
る
学
生
た
ち
は
、家
族
の
よ
う

な
も
の
。夜
遅
く
ま
で
議
論
す
る
学
生
た

ち
に
教
員
も
つ
き
合
う
な
ど
、活
気
に
あ
ふ

れ
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
っ

て
欲
し
い
。学
生
と
教
員
が
、Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
と
い

う「
家
」に
集
ま
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
よ
う
な

関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
心
の
教
育
で
、

「
社
会
で
生
き
抜
く
力
」を
養
成
。

学
生
も
教
員
も
、C
U
B
E
と
い
う

「
家
」に
集
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

次
世
代
科
学
の
鍵
を
握
る

次
世
代
科
学
の
鍵
を
握
る

ナ
ノ
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
研
究
。

ナ
ノ
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
研
究
。

経
済
と
経
営
を
融
合
し
た
新
し
い
学
び
。

経
済
と
経
営
を
融
合
し
た
新
し
い
学
び
。

既
存
の
大
学
教
育
の

既
存
の
大
学
教
育
の

枠
を
越
え
、甲
南
に

枠
を
越
え
、甲
南
に

「
新
し
い
風
」を
吹
き
込
む
。

「
新
し
い
風
」を
吹
き
込
む
。

2009年4月「マネジメント創造学部」と「フロンティアサイエンス学部」が誕生。

学部長が語る、新しい学びの 可能性。

マネジメント
創造学部

フロンティア
サイエンス学部
生命化学科

当
日
は
、
佐
藤
教
授
が
C
U
B
E
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
授
業
・
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
を
解
説
。大
学
教
育
改

革
の
未
来
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

甲
南
大
学
文
化
講
演
会
の

お
知
ら
せ

【
会
場
】 

ホ
テ
ル
名
古
屋

　
　
　

  

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
3
階 

「
葵
」

【
日
時
】 

2
0
0
8
年
10
月
12
日（
日
）

　
　
　

 

14
時
30
分
〜（
開
場
14
時
）

※

入
場
無
料
・
先
着
順
／
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

【
会
場
】 

松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
3
階

　
　
　

 

「
ル
ビ
ー
ル
ー
ム
」

【
日
時
】 

2
0
0
8
年
11
月
16
日（
日
）

　
　
　

 

14
時
30
分
〜（
開
場
14
時
）

※

入
場
無
料
・
先
着
順
／
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

学
生
が
将
来
像
を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
、
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
を
招

き
、研
究
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
生
の
声
を
伺
い
ま
す
。

●
象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長 

市
川
典

男
氏　

●
㈱
神
戸
新
聞
社 

代
表
取
締
役
会
長 

稲
垣

嗣
夫
氏　

●
U
C
C
上
島
珈
琲
㈱ 

代
表
取
締
役
会

長
兼
社
長
・
グ
ル
ー
プ
C
E
O 

上
島
達
司
氏　

●

ミ
ズ
ノ
㈱ 

代
表
取
締
役
会
長 

水
野
正
人
氏　

●
三

ツ
星
ベ
ル
ト
㈱ 

代
表
取
締
役
会
長 

西
河
紀
男
氏

　

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
は
、甲
南
大
学
の「
新
し
い
風
」

に
な
り
ま
す
。Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
み
な
さ
ま
に

も
、Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

の
甲
南
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、私
た
ち
は

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。み
な
さ
ま
方

の
ご
期
待
と
ご
支
援
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
講
座

マネジメント創造学科
甲南CUBE西宮キャンパス完成予想図ポートアイランドキャンパス完成予想図

O
B
講
師
予
定
一
覧（
抜
粋
）

甲南大学では、2009年4月より西宮北口、ポートアイランドに建設する
新しいキャンパスに2つの新学部、マネジメント創造学部（CUBE）、
フロンティアサイエンス学部・研究科（FIRST）を開設予定。両学部
の学部長（就任予定）に、新学部設立の目的や特徴を伺いました。

甲
南
大
学
文
化
講
演
会
の

お
知
ら
せ

「
D
N
A
ワ
ー
ル
ド
」

ナ
ノ
バ
イ
オ
が
変
え
る
未
来
生
活

杉本 直己 
フロンティアサイエンス学部長（就任予定）
先端生命工学研究所（ＦＩＢＥＲ）所長
理工学部教授

佐藤 治正
マネジメント創造学部長（就任予定）
経済学部教授
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WORKS

　

2
0
0
1
年
9
月
11
日
の
同
時
多
発
テ

ロ
の
後
、ア
メ
リ
カ
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
の
本
格
的
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。9
・
11
の
日
の
こ
と
は
、今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。当
時
私
は
ボ
ス
ト
ン
で
大

学
院
の
修
士
論
文
執
筆
に
追
わ
れ
て
い
た

頃
。そ
の
日
、「
マ
イ
ケ
ル・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
が
現

役
復
帰
」と
い
う
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
朝
を
迎

え
る
な
か
、第
一
報
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
す
。

や
が
て
ボ
ス
ト
ン
の
空
港
は
F
B
I
や
軍
に

よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
、学
校
に
行
け
ば
学
生
た

ち
の
泣
き
叫
ぶ
姿
が
あ
り
、街
中
が
パ
ニ
ッ
ク

状
態
。テ
ロ
が
お
こ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
、

ワ
シ
ン
ト
ン
で
も
な
い
の
に
、軍
の
命
令
な

の
か
、そ
の
夜
ボ
ス
ト
ン
は
消
灯
を
義
務
づ

け
ら
れ
、真
っ
暗
な
街
の
な
か
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
旋
回
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、ア
メ
リ
カ

は
、テ
ロ
防
止
の
名
の
も
と
愛
国
者
法
が
制

定
さ
れ
、イ
ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ン
戦
争
へ
と
、確

実
に
軍
事
色
を
強
め
て
い
き
ま
す
。僕
に

と
っ
て
は
、こ
の
夜
の
光
景
こ
そ
が
、9
・
11

以
降
変
わ
っ
て
行
く
ア
メ
リ
カ
の
象
徴
で
あ

り
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
こ
の
時
代
の
ア

メ
リ
カ
を
経
験
で
き
た
こ
と
は
、非
常
に
大

き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
活
動
す
る
な
か
、私
が
精
力
的
に
取
材
を

行
っ
た
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
が
、2
0
0
5
年
ア

メ
リ
カ
南
部
の
街
を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン「
カ

ト
リ
ー
ナ
」の
復
興
問
題
。災
害
か
ら
1
年

後
に
現
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
、街
の

現
状
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。白
人
居

住
エ
リ
ア
は
被
災
か
ら
1
カ
月
後
に
復
興
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、災
害
保
険
に
も
加
入
で

き
な
い
貧
困
層
が
住
む
エ
リ
ア
は
家
の
建
て

直
し
も
行
え
ず
、未
だ
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
状

態
。さ
ら
に
、1
年
経
っ
て
も
救
急
車
や
パ
ト

カ
ー
が
ま
だ
遺
体
を
探
し
て
い
る
と
い
う
惨

状
だ
っ
た
の
で
す
。被
災
地
は
今
の
ア
メ
リ

カ
の
縮
図
で
あ
り
、格
差
社
会
を
物
語
っ
て

い
た
の
が
衝
撃
的
で
し
た
。

　　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
る
う
え
で
、実
践

力
を
深
め
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
で
の

学
び
で
す
が
、そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
考
え
方

や
価
値
観
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、小
学
校

か
ら
大
学
に
わ
た
る
甲
南
で
の
16
年
間
の

生
活
。特
に
、大
学
で
の
4
年
間
で
す
。

　

ま
ず
、現
在
の
仕
事
に
興
味
を
抱
い
た

き
っ
か
け
が
、文
学
部
の
授
業「
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
論
」。講
義
で
は
、毎
回
新
し
い
刺
激
と

発
見
が
あ
り
、風
邪
を
ひ
い
て
も
熱
が
出
て

も
出
席
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
は
、K
S
W
L
の
放
送
部
門

に
入
部
。今
だ
か
ら
正
直
に
言
う
と
、実
は

テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
と
思
っ
て
て（
笑
）。気
づ
い

た
と
き
に
は
先
輩
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
ち
そ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
、入
部
し
な
い
わ

け
に
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、K
S
W
L
に
入
っ
た
の
は
大
正
解

で
し
た
。ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
部
門
で
、お
昼
の
校

内
放
送
や
学
園
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
司
会
を

務
め
る
な
か
、こ
こ
で
も
今
に
つ
な
が
る
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。あ
る
日
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
交
換
留
学
生
ア
ン
ソ
ニ
ー
が
K
S

W
L 

に
外
国
人
と
し
て
異
例
の
入
部
を
果
た

す
こ
と
に
。通
常
留
学
生
は
入
部
で
き
な
い

ル
ー
ル
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、先
輩
が
特
例

と
し
て
認
め
て
く
れ
た
の
で
す
。私
は
、ア
ン

ソ
ニ
ー
と
２
人
で
コ
ン
ビ
を
組
み
、ニ
ュ
ー
ス

番
組
を
企
画
。ど
う
い
っ
た
時
事
ネ
タ
を
取

り
上
げ
る
か
を
２
人
で
考
え
、四
六
時
中
話

し
合
う
な
か
、異
な
る
慣
習
や
価
値
観
を

持
つ
彼
か
ら
、い
ろ
ん
な
モ
ノ
の
見
方
や
考

え
方
が
あ
る
と
い
う
面
白
さ
、ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
原
点
の
よ
う
な
も
の
を
教
え
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
。ク
ラ
ブ
で
の
こ
の
経
験
は
、

今
の
仕
事
に
も
間
違
い
な
く
生
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、K
S
W
L
の
仲
間
は
、現
在
音
楽

業
界
で
活
躍
し
て
い
た
り
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
E
x
c
i
t
e
の
コ
ン
テ
ン
ツ
企
画
を
し
て

い
た
り
、劇
団
四
季
の
舞
台
監
督
に
な
っ
て

い
る
仲
間
も
い
ま
す
。自
分
が
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
や
ろ
う
と
決
心
し
た
と
き
全

く
躊
躇
し
な
か
っ
た
の
は
、個
性
的
に
柔
軟

に
生
き
る
甲
南
時
代
の
仲
間
が
い
た
か
ら
こ

そ
。そ
う
思
う
と
、甲
南
に
行
っ
て
な
か
っ
た

ら
、現
在
の
私
は
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と

思
い
ま
す
。

　

甲
南
と
の
つ
な
が
り
は
、一
生
大
切
に
し
て

い
き
た
い
宝
物
で
す
ね
。先
日
、東
京
甲
南

会（
東
京
で
開
催
さ
れ
る
甲
南
O
B
会
）に

行
っ
て
き
ま
し
た
。ミ
ズ
ノ
の
水
野
正
人
会

長
を
は
じ
め
、企
業
の
ト
ッ
プ
の
方
か
ら
、就

職
活
動
で
東
京
に
来
て
い
た
現
役
甲
南
生

ま
で
2
0
0
名
以
上
が
参
加
し
て
い
ま
し
た

ね
。そ
こ
で
、ち
ょ
っ
と
感
動
的
な
光
景
を

目
に
し
た
の
で
す
。私
た
ち
に
す
れ
ば
大
先

輩
に
あ
た
る
年
齢
の
方
々
が
、現
役
生
や
若

手
O
B
も
場
に
馴
染
め
る
よ
う
、気
を
配
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。見
習
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。甲
南
会
で

は
、年
齢
や
肩
書
き
な
ど
関
係
な
く
、「
甲

南
」と
い
う
つ
な
が
り
だ
け
で
意
気
投
合
で

き
る
。あ
ら
た
め
て
、甲
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

今
考
え
る
と
、「
卒
業
後
、ア
メ
リ
カ
に

行
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
め
ざ
す
」と
い
っ
た

将
来
を
夢
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、甲
南

特
有
の
自
由
な
校
風
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

ま
た
、甲
南
で
は
、誰
か
と
競
う
と
き
相
手

の
足
を
引
っ
張
る
の
で
は
な
く
、共
に
成
長

し
よ
う
と
す
る
、人
と
人
と
の
つ
き
あ
い
方

を
学
べ
た
気
が
し
ま
す
。私
の
経
験
か
ら
思

う
に
、人
と
の
出
会
い
、人
と
の
つ
な
が
り
は
、

沢
山
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も

の
。現
役
の
甲
南
生
の
方
も
、こ
う
し
た
人

間
関
係
を
大
切
に
、自
ら
の
興
味
あ
る
こ
と

を
覗
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

現
在
私
は
、F
M
ラ
ジ
オ
で
、「
ジ
ャ
ム
・

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、多
く
の
人
々
が
関
わ
っ
て
ひ
と

つ
の
番
組
を
つ
く
る
な
か
、気
持
ち
は
今
で

も
甲
南
大
学
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
延
長
線

の
よ
う
な
ん
で
す
。

日
本
テ
レ
ビ
時
代
は
、ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
国
務
省
の
定
例

記
者
会
見
に
も
出
席
。北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
問
題
で
ラ
ム

ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
か
ら
、元
米
兵
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
の

処
遇
に
つ
い
て
、コ
メ
ン
ト
も
取
っ
た
。

ハリケーン取材中、ニューオーリンズで
偶然出会ったR＆Ｂミュージシャンの
ファッツ・ドミノ氏と。

若
い
人
た
ち
に
も
っ
と
世
の
中

の
出
来
事
に
関
心
を
持
っ
て

ほ
し
い
。そ
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
生
ま
れ
た
、ニ
ュ
ー
ス
を

伝
え
る
異
色
の
F
M
番
組
、

東
京
J-

W
A
V
E
「
ジ
ャ

ム
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」。そ
の
木

曜
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
、世

界
中
の
ニ
ュ
ー
ス
に
深
く
鋭
く

メ
ス
を
入
れ
て
伝
え
て
い
る
。

卒
業
後
に
も
感
じ
る
、

甲
南
人
の
素
晴
ら
し
さ
。

仲
野 

博
文
氏

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

甲
南
大
学
で
学
ん
だ
、

い
ろ
ん
な
モ
ノ
の
見
方
や
考
え
方
。

　
　

  

以
降
の
ア
メ
リ
カ
で
の

貴
重
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
経
験
。

9
11
・

East Coast Baseball Freaks JAM THE WORLD

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
情
報
や
、仲

野
さ
ん
ご
ひ
い
き
の
ボ
ス
ト
ン
・

レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
情
報
な
ど
を

お
伝
え
す
る
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト

を
配
信
中
。仲
野
さ
ん
は
、野

球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
政
治
・

経
済
的
に
紹
介
す
る
、ユ
ニ
ー

ク
な
レ
ポ
ー
ト
も
試
み
て
い
る
。

『イーストコースト・ベースボール・フリークス』 ホームページ
http://japaneseballplayers.com/podcast

『ジャム・ザ・ワールド』 ホームページ
http://www.j-wave.co.jp/original/jamtheworld/

第
一
第
一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
、

で
活
躍
す
る
卒
業
生
に
、

ご
自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て

ご
自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て

お
う
か
が
い
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

お
う
か
が
い
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

今
回
は
、
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

活
躍
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

活
躍
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

仲
野
博
文
さ
ん
に

仲
野
博
文
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

IT’s KONAN STYLE
第一線で活躍する卒業者たち第一線で活躍する卒業者たち

Vol.31

1
9
9
9
年
甲
南
大
学
文
学
部
社
会
学
科
卒
業

1999年甲南大学文学部社会学科卒業。
米エマーソン大学大学院コミュニケーション学部ジャーナリズム学科卒業。
2000年からボストンのFM局WERSにてニュースエディターを務めたのち、
ワシントンD.C.に拠点を移し、日本テレビワシントン支局プロデューサーに。

2003年よりフリージャーナリストとして活動。

Hirofumi Nakano

多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、

多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、

人
か
ら
多
く
の
こ
と
を

人
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
甲
南
時
代
。

学
ん
だ
甲
南
時
代
。

だ
か
ら
、今
の
自
分
が
あ
る
。

だ
か
ら
、今
の
自
分
が
あ
る
。

仲
野
さ
ん
は
、政
治
問
題
を
中
心
に
、

経
済
、カ
ル
チ
ャ
ー
、ス
ポ
ー
ツ
と

幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、

多
数
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
中
で
す
。

【
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
】i
P
o
d
な
ど
の
携
帯
音
楽

プ
レ
ー
ヤ
ー
で
再
生
し
て
聞
く
、新
し
い
ラ
ジ
オ

番
組
の
配
信
シ
ス
テ
ム
。

知
る
人
ぞ
知
る
？！
ラ
ジ
オ
で
流

れ
る
甲
南
大
学
の
C
M
で
、
優
し

く
力
強
い
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
は
、何
を
隠
そ
う

仲
野
さ
ん
な
の
で
す
。
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7
月
19
日
、新
聞
部
O
B
会
よ
り「
甲
南

大
學
新
聞
」の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
大
學
新
聞
は
、現
在
ほ
と
ん
ど
残
存
し

て
お
ら
ず
、非
常
に
貴
重
な
大
学
資
料
と
し

て
、学
園
史
資
料
室
に
保
管
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

法
学
部
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

貴
重
な「
甲
南
大
學
新
聞
」の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が

新
聞
部
O
B
会
よ
り

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

法
学
部
は
6
月
10
日
、
甲
友
会
館
、

8
1
3
講
義
室
に
お
い
て
、法
学
部
学
生
を

対
象
に
、講
師
と
し
て
後
藤
啓
二
弁
護
士
を

招
き
、法
学
部
講
演
会（
演
題
：「
法
学
を
学

ぶ
意
味
ー
社
会
の
責
任
あ
る
一
員
と
し
て
ー
」
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
約
9
0
0
人
の
学
生
が
参

加
、法
学
を
学
ぶ
学
生
と
し
て
の
心
構
え
を

確
認
し
ま
し
た
。

KONAN FORUM
　

古
典
芸
能
を
愛
し
、『
武
智
歌
舞
伎
』や

映
画『
白
日
夢
』『
黒
い
雪
』な
ど
を
演
出
、

社
会
に
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。昭
和
40
年

前
後
の
こ
と
。「
武
智
鐵
二
全
集
」に
よ
る
と

「
演
劇
に
興
味
を
高
め
さ
せ
て
く
れ
た
の

は
、甲
南
時
代
の
英
語
教
師
で
ク
ラ
ス
担
任

の
香
西 

精
先
生
。能
の
研
究
も
さ
れ
て
お

り
、昼
食
の
食
堂
で
い
つ
も
芝
居
の
話
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
」。
同
級
生
に
よ
る

と
ず
ば
抜
け
た
古
典
芸
能
通
で
、い
つ
も

浄
瑠
璃
ら
し
い
語
り
を
口
ず
さ
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。

　

京
大
卒
後
の
昭
和
11
年
に
個
人
雑
誌

『
劇
評
』を
創
刊
、能
狂
言
、人
形
浄
瑠

璃
、歌
舞
伎
の
評
論
活
動
を
開
始
。戦
後

は
中
村
扇
雀
ら
を
起
用
し
た
世
に
言
う

『
武
智
歌
舞
伎
』を
演
出
、永
年
の
持
論
を

舞
台
で
実
践
、歌
舞
伎
の
革
命
児
と
し
て

注
目
を
集
め
、こ
の
舞
台
か
ら
市
川
雷
蔵

ら
の
ス
タ
ー
が
生
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
監
督

を
し
た
映
画『
白
日
夢
』は
一
千
万
人
を
超

す
観
客
を
集
め
、『
黒
い
雪
』は〝
わ
い
せ
つ
裁

判
〞の
は
し
り
で
し
た
が
、無
罪
判
決
が
出

ま
し
た
。

　

文
楽
で
は
そ
の「
風
」（
演
出
意
図
）歌
舞

伎
で
は
そ
の「
根
性
」や
芸
の「
イ
キ
」（
呼

吸
）を
深
く
研
究
し
た
ほ
か
、そ
こ
に
マ
ル
ク

ス
や
フ
ロ
イ
ド
の
思
想
を
導
入
し
て
、独
特

の
演
劇
理
論
を
展
開
、能
楽
師
と
新
劇
俳

優
を
共
演
さ
せ
、古
典
と
現
代
の
ジ
ャ
ン
ル

を
乗
り
越
え
る
大
き
な
力
に
す
る
な
ど
、

「
今
日
に
至
る
も
深
い
影
響
力
を
持
つ
」と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
等
科
3
年
生
の
1
月
の
中
退
で
す

が
、〝
同
窓
生
扱
い
〞に
し
た
い
人
で
す
。昭

和
33
年
か
ら
8
年
間
、N
H
K
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ『
事
件
記
者
の
相
沢
キ
ャ
ッ
プ
役
』で
好
演

し
て
お
茶
の
間
の
人
気
を
集
め
た
こ
と
は
、

当
時
の
大
き
な
話
題
で
し
た
。ス
ト
ー
リ
ー

は
警
視
庁
の
記
者
ク
ラ
ブ
な
ど
が
舞
台
。

「
相
さ
ん
」の
ほ
か「
山
さ
ん
」「
荒
さ
ん
」「
ガ

ン
さ
ん
」が
い
て
、当
時
の
小
学
生
は「
将
来

事
件
記
者
に
な
る
」と
憧
れ
た
ほ
ど
。電
話

の
受
話
器
を
首
を
曲
げ
て
肩
で
支
え
る
姿

が
特
徴
で
、今
も
オ
フ
ィ
ス
で
見
か
け
る
こ

の
ポ
ー
ズ
は
、こ
の
時
の
真
似
が
続
い
て
い

る
の
で
す
。

　

東
京
生
ま
れ
で
麻
布
中
学
校
卒
後
甲
南

高
校
へ
。軍
国
主
義
台
頭
の
時
期
で
、校
内

の
非
合
法
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
た
め
、甲

南
の
校
史
に
残
る「
白
亜
城
事
件
」の
時=

共
産
主
義
系
の
学
生
新
聞
発
行
な
ど
治
安

維
持
法
違
反
で
生
徒
8
人
が
検
挙
さ
れ
た

出
来
事
。平
生
校
長
の
懇
請
で
無
処
罰=

永
井
氏
自
身
は
地
下
に
潜
っ
て
自
主
退
学

扱
い
に
な
り
ま
し
た
。当
時
か
ら
ペ
ン
ネ
ー
ム

は
永
井
智
雄
。

　

そ
の
後
同
志
社
大
学
で
芝
居
を
始
め
、

戦
争
中
は
宇
野
重
吉
ら
と
移
動
劇
団
に

参
加
、終
戦
直
後
に
俳
優
座
に
入
団
し
て

第
1
回
公
演
か
ら
参
加
、舞
台
だ
け
で
も

1
0
0
本
を
超
え
て
い
ま
す
。歯
切
れ
の
良

い
演
技
で
、群
衆
ド
ラ
マ
に
欠
か
せ
な
い
存

在
。声
に
色
気
が
あ
り
、後
の『
お
は
な
は

ん
』の
ナ
レ
ー
タ
ー
も
担
当
し
ま
し
た
。晩

年
は
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
移
住
し
ま
し
た
。

25
年
に《
道
化
座
》を
、45
年
に
は《
劇
団

神
戸
》を
結
成
し
、俳
優
、演
出
家
と
し
て

古
典
、現
代
喜
劇
や
風
俗
劇
を
上
演
し
て

い
ま
し
た
。

雰
囲
気
的
に
は
結
び
付
き
ま
せ
ん
が
、

昭
和
30
〜
40
年
頃
、そ
の
芸
能
界
で
一
世

を
風
靡
し
た
方
が
お
ら
れ
ま
す
。こ
の

コ
ー
ナ
ー
5
回
目
は
、そ
ん
な
お
二
人
の

紹
介
で
す
。《
芸
能
界
で
注
目
さ
れ
た
》

と
言
っ
て
も
、近
年
お
目
に
か
か
る
よ
う

な〝
芸
人
さ
ん
〞で
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か

に
甲
南
で
学
ん
だ
人
々
の
中
で
は《
異
色

の
存
在
》で
は
あ
り
ま
す
が
、し
っ
か
り

と
し
た
信
念
を
抱
き
、研
究
・
研
鑽
を
続

け
、基
礎
を
固
め
た
方
々
な
の
で
す
。

夏
目 
俊
二
氏

《
演
劇
人
》に
も
う
一
人

大
正
元
年
12
月
10
日
生
ま
れ
。

昭
和
7
年 

甲
南
高
等
学
校（
第
7
回
）文
科
卒
。

昭
和
63
年
没
。

武
智 

鐵
二 

氏

演
出
家 

・ 

映
画
監
督 

・ 

演
劇
評
論
家

（ 

本
名 

・ 

飯
沼 

修 

）
大
正
3
年
6
月
14
日
生
ま
れ
。

昭
和
9
年
1
月 

甲
南
高
等
学
校（
第
9
回
）文
科
中
退
。

平
成
3
年
没
。

永
井 

智
雄
氏

〈
ド
ラ
マ
事
件
記
者
〉俳
優
・ 

演
出
家

を
つ
を
つ
く
っ
た
っ
た
人
々

甲
南
と
芸
能
界

今
回
も
、浜
田
邦
夫
さ
ん（
1
9
5
3
年
甲
南
高
等
学
校
、1
9
5
7
年
甲
南
大
学
経
済
学
部
卒
）の
協
力
を
得
ま
し
た

（
本
名
・
上
田
嘉
則
、昭
和
22
年（
第
22
回
）

文
科
卒
）が
お
ら
れ
ま
す
。活
動
は
関
西
が

主
で
、一
時
は
テ
レ
ビ
や
映
画
で
個
性
的
な

役
を
見
せ
た
俳
優
で
す
。大
学
生
の
昭
和

歴
史文
化と

甲
南
学
園
の

3131

新
刊
レ
ビ
ュ
ー

甲
南
大
学
の
教
員
と

卒
業
生
が
執
筆
し
た

テレワーク
「未来型労働」の現実
佐藤彰男 著
［1975年甲南高等学校卒、1979年甲南大
学文学部卒、1981年甲南大学大学院修了］
岩波新書　￥735（税込）

僕たちの終末
機本伸司 著
［1979年甲南大学理工学部卒］
ハルキ文庫　￥924（税込）

セクシィ古文！
田中貴子 著
［甲南大学文学部教授］
メディアファクトリー
￥925（税込）

きほんからわかる
「モチベーション」理論
池田光 著
［1975年甲南高等学校卒、1979年甲
南大学文学部卒］
イースト・プレス　￥1,400（税込）

SEのための
DOA再入門講座
山中美智子 著
［1999年甲南大学文学部卒］
ソフト・リサーチ・センター
￥1,995（税込）

スロー風土の食卓から
粉川妙 著
［1998年甲南大学文学部卒］
扶桑社　￥1,365（税込）

右から
江口実様、薬袋広報部長、直原興二様、
片岡副理事長

セレッソ大阪オリジナル応援グッズで
ガンバレー！！

　

先
端
生
命
工
学
研
究
所
所
長
杉
本
直
己

教
授（
理
工
学
部
）と
松
下
電
器
産
業
株
式

会
社
は
共
同
で
、D
N
A
配
列
か
ら
病
気
の

発
症
リ
ス
ク
や
薬
効
な
ど
の
個
人
の
体
質

を
、低
コ
ス
ト
で
電
気
的
に
識
別
す
る
技
術

を
開
発
し
ま
し
た
。

　

新
開
発
の
技
術
は
電
気
的
な
識
別
技
術

を
採
用
し
た
こ
と
が
特
徴
で
、個
人
の
体
質

を
調
べ
る
際
に
使
用
す
る
人
工
D
N
A
の

塩
基
配
列
を
見
直
し
た
こ
と
に
よ
り
、識
別

精
度
を
大
幅
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。さ
ら
に
、従
来
技
術
に
比
べ
て
検
査
の
コ

ス
ト
と
識
別
時
間
を
大
幅
に
圧
縮
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、患
者
の
体
質
に
応
じ
て
治
療

法
を
選
択
す
る「
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
医
療
」

に
つ
な
が
る
検
査
技
術
と
し
て
、期
待
さ

れ
ま
す
。

F
I
B
E
R
が
松
下
電
器
と
共
同
で
、

D
N
A
配
列
か
ら

個
人
の
体
質
を
低
コ
ス
ト
で
電
気
的
に

識
別
す
る
技
術
を
開
発
し
ま
し
た

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
の
試
合
に
、

「
神
戸
コ
ス
モ
F
C
」の

み
な
さ
ん
を

ご
招
待
し
ま
し
た

　

甲
南
大
学
は
、セ
レ
ッ
ソ
大
阪
の
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、 

同
チ
ー
ム
の
試

合
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、ジ
ュニ
ア
育
成
を
通
じ

た
社
会
貢
献
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。そ

の
一
貫
と
し
て
、8
月
30
日
、神
戸
市
東
灘
区

で
活
動
す
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
神
戸
コ
ス
モ

F
C
」を
、大
阪
長
居
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
サ
ッ

カ
ー
観
戦
に
ご
招
待
し
ま
し
た
。こ
の
日
の

対
戦
は
、「
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
対
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ

ス
」。コ
ス
モ
F
C
の
み
な
さ
ん
や
そ
の
ご
家

族
な
ど
、参
加
者
総
勢
55
名
が
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
で
ス
タ
ジ
ア
ム
入
り
。キ
ッ
ク
オ
フ
か
ら

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
ま
で
大
声
援
を
送
り
、大
い
に

楽
し
ん
で
観
戦
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

そ
の
エ
ー
ル
が
通
じ
た
の
か
、セ
レ
ッ
ソ
大
阪
は

見
事
3
ー
2
で
勝
利
。森
島
寛
晃
選
手
と
一

緒
に
記
念
撮
影
も
行
い
、未
来
の
サ
ッ
カ
ー

選
手
た
ち
に
と
っ
て
、プ
ロ
の
選
手
に
間
近
で

触
れ
た
貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

た
け
ち
　

　

て
つ
じ

な
が
い
　

　

と
も
お

な
つ
め
　

 

し
ゅ
ん
じ

岡
本
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

9
月
11
日
、本
学
柔
道
部
の
学
生
26
名
が

中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
る
神
戸
市
友
好
使
節
団

（
39
名
、団
長
＝
山
崎
俊
輔 

本
学
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
及
び
柔

道
部
監
督
、監
督
＝
曽
我
部
晋
哉
ス
ポ
ー
ツ・

健
康
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
）が
フ

ラ
ン
ス・ス
イ
ス
遠
征
へ
出
発
し
ま
し
た
。当
遠

征
の
模
様
に
つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

「
黒
帯
で
世
界
を
つ
な
ご
う
！
」

甲
南
大
学
柔
道
部
率
い
る

神
戸
市
友
好
使
節
団
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
へ
出
発

　

9
月
8
日
、甲
南
大
学
、岡
本
商
店
街
振

興
組
合
、東
灘
区
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
、本

山
中
央
婦
人
会
、美
し
い
街
岡
本
協
議
会
、

中
央
自
治
会
、甲
南
女
子
大
学
、神
戸
市
の

関
係
部
局
が
協
力
し
て
岡
本
一
斉
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

甲
南
大
学
か
ら
は
、学
生
約
1
8
0
名
が

参
加
し
、通
学
路
や
岡
本
駅
・
摂
津
本
山
駅

周
辺
の
、ガ
ム
取
り
、ゴ
ミ
拾
い
、草
抜
き
を

行
う
と
同
時
に
、着
ぐ
る
み
姿
で
、「
タ
バ
コ
の

ポ
イ
捨
て
禁
止
」、「
ゴ
ミ
の
分
別
」を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
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【
柔
道
部
】

5
／
25（
日
）

第
16
回
関
西
学
生
女
子
柔
道
優
勝
大
会

（
於
：
尼
崎
市
記
念
公
園
総
合
体
育
館
）

本
大
会
に
お
い
て
、津
田
哀
子（
法
4
）、奥
谷
晴
加

（
法
3
）、阿
多
美
奈
子（
法
3
）が
、3
人
制
団
体
戦

で
第
３
位
と
な
り
ま
し
た
。関
西
大
会
入
賞
は
１４
年

ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

●

【
弓
道
部
】

8
／
9（
土
）〜
8
／
11（
月
）

第
56
回 

全
日
本
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

（
於
：
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
）

全
日
本
学
生
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会

（
於
：
神
戸
総
合
運
動
公
園
球
技
場
特
設
弓
道
場
）

畠
田
由
布
子（
文
3
）、北
國
由
布
子（
法
4
）、屋

敷
尚
子（
法
4
）：
女
子
団
体
ベ
ス
ト
8

屋
敷
尚
子（
法
4
）：
女
子
個
人
10
位

8
／
12（
火
）

前
田
明
子（
文
1
）：
個
人
戦
第
5
位

●●

【
漕
艇
部
】

8
／
2（
土
）〜
3（
日
）

関
西
選
手
権
競
漕
大
会（
於
：
大
阪
・
浜
寺
漕
艇
場
）

笠
間
健（
理
工
4
）・
堀
川
皓
平（
理
工
4
）ペ
ア：
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
種
目
優
勝

小
櫻
洋
平（
経
4
）・
高
木
優
一（
営
3
）・
朝
田
裕
貴

（
文
2
）・
西
岡
祐
人（
理
工
4
）：
4
人
漕
ぎ
ク
オ
ド
ル

プ
ル
種
目
3
位

●
8
／
21（
木
）〜
24（
日
）

全
日
本
大
学
選
手
権
大
会

（
於
：
埼
玉
戸
田
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
）

笠
間
健（
理
工
4
）・
堀
川
皓
平（
理
工
4
）ペ
ア：
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
種
目
4
位（
43
ク
ル
ー
中
）

昨
年
に
引
き
続
い
て
の
2
年
連
続
イ
ン
カ
レ
4
位
入

賞
の
快
挙
と
な
り
ま
す
！

●

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】（
高
中
）

8
／
19（
火
）〜
20（
水
）

第
35
回 

全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
於
：
名
古
屋
・
東
山
公
園
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
）

ベ
ス
ト
4
に
入
る
健
闘
ぶ
り
で
し
た
。

●
樋
口
唯（
営
4
）：ア
ー
チ
ェ
リ
ー
兵
庫
代
表
、後

藤
太
志（
営
4
）：
ゴ
ル
フ（
成
年
男
子
の
部
）兵

庫
代
表
、森
本
真
弥（
営
4
）・
井
上
敬
文（
理

工
4
）：
セ
ー
リ
ン
グ（
成
年
男
子
の
部
）兵
庫

代
表
、植
山
淳
也（
営
1
）：ヨ
ッ
ト（
4
7
0
級

2
人
乗
り
）大
分
代
表
、百
々
恭
平（
法
3
）：
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
一
般
男
子
の
部
）香
川
代
表
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K O N A N  F O R U M

体
育
会
戦
績
報
告

国
体
出
場
報
告文化講演会（四国地区）髙阪薫学長　午後2：30～

2008 年度甲南大学教育懇談会
今 後 の 予 定

【日　時】
【場　所】
【対象地区】

2008年 10月12日（日）　午前 11時 30分から
名古屋市：ホテル名古屋ガーデンパレス
愛知、岐阜、静岡、三重、滋賀、山梨、長野、石川、富山

東海地区

【日　時】
【場　所】
【対象地区】

2008年 10月12日（日）　午前 11時 30分から
福岡市：博多パークホテル
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、山口

九州地区

【日　時】
【場　所】
【対象地区】

2008年 11月16日（日）　午前 11時 30分から
広島市：ホテルグランヴィア広島
広島、岡山、鳥取、島根、山口

中国地区

【日　時】
【場　所】
【対象地区】

2008年 11月16日（日）　午前 11時 00分から
松山市：松山全日空ホテル
愛媛、香川、高知、徳島

四国地区

当講演では、政財界で華 し々い活躍をしながらも、自らの理想
を実現するために、教育にすべてを投じた甲南学園創立者
平生釟三郎がどのような人物であったのかをお話いたします。

「東洋一の大学を目指して－創立者 平生釟三郎の夢－」

　
　

月
30
日
、

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た

『
2
0
0
8
佐
渡
裕
と

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』に

甲
南
大
学
が
ご
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
は
、

日
本
を
代
表
す
る
指
揮
者
、佐
渡
裕
さ

ん
が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
抜
し
た
子
ど

も
た
ち
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
編
成
し
、厳

し
い
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。今
回
、甲
南
大
学
は
、提

供
と
い
う
形
で
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
応
援

い
た
し
ま
し
た
。佐
渡
さ
ん
の
、ス
ー
パ
ー

キ
ッ
ズ
た
ち
に
向
け
た
愛
情
あ
ふ
れ
る

指
導
に
は
定
評
が
あ
り
、技
術
的
に
は

も
ち
ろ
ん
、精
神
的
に
も
大
き
く
成
長

し
た
キ
ッ
ズ
の
姿
が
聴
衆
の
胸
を
打
つ

素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。

　

西
宮
北
口
に
あ
る
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

の
お
隣
に
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス（
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
創
造
学
部
）を
構
え
る
甲
南
大
学

に
対
し
、佐
渡
氏
よ
り
、「
今
後
と
も
お

互
い
に
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
々
、甲
南
大
学
と
佐
渡
氏
ま
た
は

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企

画
が
実
現
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
！

8

●
前
期
末
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式（
18
日
）

●
後
期
授
業
開
始（
19
日
）

●
村
木
綏
教
授（
理
工
学
部
物
理
学
科
）「
N
Z
メ

リ
ッ
ト
勲
章
叙
勲
記
念
講
演
会
」（
10
日
）

●
秋
期
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
25
日
）

●
第
44
回
摂
津
祭（
20
日
〜
24
日
）

●
後
期
授
業
一
旦
終
了（
22
日
）

●
冬
期
休
業（
23
日
〜
1
月
4
日
）

田
中 

修
教
授（
理
工
学
部
生
物
学
科
）

の〝
楽
し
い
植
物
学
入
門
〞講
座
ー
植
物
の

生
き
方
を
知
り
、花
と
緑
の
魅
力
に
迫
ろ
う
！
ー

（
18
日
、11
月
8
日
）

公
開
講
座

『
平
生
釟
三
郎 

今
日
に
繋
が
る
日
伯

交
流
へ
の
埋
も
れ
た
偉
業
ー
今
、求
め
ら

れ
る
世
界
観
と
経
営
者
ー
』（
25
日
）

フ
ラ
ン
ス
甲
南
学
園
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
提
携
講
座

『
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ 

土
屋
シ
ェ
フ
が
語

る
魅
惑
の
シ
ョ
コ
ラ
』（
18
日
）

法
科
大
学
院
連
続
講
座

『
国
際
化
時
代
の
企
業
と
法
の
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
企

業
の
あ
り
方
ー
』（
7
日
〜
28
日
）

詳
し
い
情
報
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.konan-u.ac.jp/tokyo/

お
問
い
合
わ
せ
先
：
T
E
L
：
0
3
・
6
2
6
6
・
9
5
2
0

　
　
　
　
　
　

  

F
A
X
：
0
3
・
6
2
6
6
・
9
5
2
2

                    e-m
ail

：nctokyo@
adm
.konan-u.ac.jp

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

E
V
E
N
T
S
 SC
H
ED
U
LE

9
月

10
月

11
月

12
月

アンケートPRESENT

甲南大学オリジナルクリアファイル
（3枚1セット）
甲南大学オリジナルクリア
ファイル3種類を1セットにし
て、10名様にプレゼントい
たします。ご希望の方は、同
封のアンケートハガキにて
お申し込みください。

10名様

応募締切
10月30日到着分まで

履
歴
書
の
書
き
方
講
座（
10
／
6
）

書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぼ
う

1
・
2
年
次 

対
象

ピ
カ
ピ
カ
セ
ミ
ナ
ー
2
0
0
8
年

（
10
月
実
施
）

地
元
就
職
希
望
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー（
10
／
10
）

就
活
の
壷
②（
講
座
）（
10
／
6
・
7
・
9
）

2
年
次 

対
象

3
年
次 

対
象

適
性
テ
ス
ト「
V
P
I
職
業
興
味
検
査
」

（
10
／
6
）

実
際
の
S
P
I
問
題
に
触
れ
て
み
よ
う
！

企
業
に
対
す
る
自
己
P
R
と
し
て
重
要
な
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
を
身
に
つ
け
よ
う
！

就
活
の
壷
②（
ワ
ー
ク
）（
10
／
15
・
16
・
17
・20
・22
）

10
月
6
日
・
7
日
・
9
日
の
就
活
の
壷
②（
講

座
）を
受
け
た
あ
と
、も
っ
と
対
策
を
練
り
た
い

と
い
う
人
向
け
。少
人
数
で
き
め
細
や
か
な
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

面
接
対
策（
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

（
10
月
中
旬
実
施
予
定
）

面
接
で
よ
く
用
い
ら
れ
る〝
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
〞を
ど
う
勝
ち
残
る
か
、ま
ず
は

体
験
し
よ
う
！

面
接
対
策（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

（
10
月
中
旬
実
施
予
定
）

面
接
で
よ
く
用
い
ら
れ
る〝
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
〞

を
ど
う
勝
ち
残
る
か
、ま
ず
は
体
験
し
よ
う
！

企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー（
11
月
〜
実
施
予
定
）

各
企
業
が
大
学
で
会
社
説
明
会
を
開
催
。企

業
と
接
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

S
P
I
模
擬
試
験
・

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
模
試

（
10
／
14
・
15
）

多
く
の
企
業
で
、適
性
確
認
の
手
段
と
し
て

用
い
ら
れ
る
S
P
I
テ
ス
ト
の
模
擬
試
験
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
自
宅
受
験
で
、添
削
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
日
：
10
／
1
・
2

セ
ン
ス
ア
ッ
プ
講
座（
女
子
学
生
向
け
）

（
10
／
27
〜
31
）

自
分
に
あ
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ー
ツ
の
選
び
方
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
メ
ー
ク
の
仕
方
な
ど
を
学
ぼ
う
！

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目
・
集
中
講
義

（
就
職
活
動
対
策
・
早
期
集
中
講
座
）

（
10
／
23
・
30
・
11
／
6
・
13
・
27
）

自
己
分
析
や
面
接
な
ど
の
就
職
活
動
対
策

に
つ
い
て
、キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本

田
・
ポ
ン
タ
・
勝
裕
先
生
と
一
緒
に
実
践
的
に

学
び
ま
す
。

企
業
分
析
講
座（
10
／
15
・
16
・
20
）

自
分
の
目
指
す
企
業
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
企

業
を
分
析
す
る
う
え
で
必
要
な
知
識
や
視

点
を
身
に
つ
け
よ
う
！

面
接
マ
ナ
ー
講
座（
10
／
 21
〜
 24
）

ど
の
よ
う
な
面
接
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
の
か
、面

接
で
ど
の
よ
う
に
自
己
P
R
す
る
の
か
な
ど

を
学
び
ま
す
。

第
3
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
11
／
3
〜
6
）

志
望
企
業
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
も
目
前
に
。進
路
決

定
に
つ
な
が
る
学
部
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
す
。4
年

次
先
輩
の
就
職
活
動
報
告
会
も
あ
り
ま
す
。

S
P
I
試
験
フ
ォ
ロ
ー
講
座（
11
／
10
〜
12
）

10
月
14
日
・
15
日
に
実
施
す
る
S
P
I
模
擬

試
験
の
フ
ォ
ロ
ー
講
座
で
す
。自
分
の
弱
点

が
わ
か
り
ま
す
。

O
B
・
O
G
懇
談
会（
 11
／
 29
）

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
招

き
、実
際
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

業
界
研
究
講
座（
金
融
）（
10
／
1
〜
）

業
界
研
究
講
座（
マ
ス
コ
ミ
）（
10
／
2
〜
）

業
界
研
究
講
座（
メ
ー
カ
ー
）（
10
／
3
〜
）

業
界
研
究
講
座（
建
設
・
不
動
産
・
住
宅
）（
10
／
6
〜
）

業
界
研
究
講
座（
商
社
）（
10
／
8
〜
）

U（
I
）タ
ー
ン
希
望
者
向
け
の
講
座
で
す
。

S
P
I
に
チ
ャ
レ
ン
ジ（
10
／
29
）

興
味
を
持
っ
て
い
る
職
業
の
分
野
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
。そ
ん
な
こ
と
を
実
際
に
挙
げ
ら
れ
た

1
6
0
個
も
の
職
業
名
か
ら
探
っ
て
い
き
ま

す
。キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
し
て
、進
路
の
選
択
肢
を
明
確
に

し
て
い
き
ま
す
。

■ 

申
込
不
要
・
無
料
の
講
座

■ 

各
種
業
界
研
究
講
座（
申
込
不
要
・
無
料
）

■ 

事
前
申
込
が
必
要
な
講
座（
無
料
）

■ 

事
前
申
込
が
必
要
な
講
座（
無
料
）

キ ャ リ ア セ ン タ ー ス ケ ジ ュ ー ル

10
月

11
月

J
R
東
京
駅
日
本
橋
口
に
直
結
！

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

入
賞
さ
れ
た
方
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ま
た
、そ
う
で
な
い
方
も
健
闘
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

9
／
6（
土
）

関
西
学
生
柔
道
体
重
別
大
会（
於
：
岸
和
田
市
総
合
体
育
館
）

清
水
博
紀（
法
2
）：
1
0
0
㎏
級
第
3
位
、富
松
陵

（
文
3
）：
81
㎏
級
ベ
ス
ト
8

同
女
子
選
手
権
大
会

奥
谷
晴
加（
法
3
）：
78
㎏
級
第
3
位

●

26 25

スーパーボールすくいを楽しむ子どもたち。

　

9
月
6
日
、甲
南
大
学
に
お
い
て
、東
灘

区
の
児
童
館
を
利
用
す
る
小
学
生
が
ゲ
ー

ム
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む「
東
灘
区
じ
ど
う
か

ん
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」を
開
催
し
、昨
年
を

3
0
0
名
上
回
る
約
9
0
0
名
が
参
加
し

ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、本
学
が
神
戸
市
東

灘
区
と
締
結
し
た「
地
域
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
」の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
、今
年

で
第
3
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
髙
阪
学
長
が
、「
甲
南
大
学

を
つ
く
っ
た
平
生
釟
三
郎
と
い
う
人
は
、い
つ

も
学
生
た
ち
に『
正
し
く
強
く
朗
ら
か
に
』

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
は
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、正
々
堂
々
と
全
力
を
尽
く

し
て
戦
う
よ
う
に
教
え
ま
し
た
。こ
れ
を
フ
ェ

ア
プ
レ
ー
の
精
神
と
い
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ

し
た
後
、子
ど
も
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に「
正
し

く
強
く
朗
ら
か
に
」と
大
き
な
声
で
唱
和
し

ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
巨
大
な
ゴ
ム
製
ボ
ー
ル

を
投
げ
合
う「
ジ
ャ
ン
ボ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
」や
、5
号
館
で
は
各
児
童
館
が
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
を
出
店
し
、楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ま
じ
り
、甲
南
大
生
も
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

甲
南
大
学
に
て

東
灘
区
じ
ど
う
か
ん
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
を

開
催
し
ま
し
た


